
ＪＡ人づくり研究会

事例発表

「木の花ガルテンの生成・発展の戦略、 戦術

一人の配置、人の見つけ方、育て方、使い方」

大分大山町農業協同組合

代表理事組合長

　

矢羽田

　

正豪



　

大山オーガニックランド

自然環境と生命体を大切にした
地球にやさしい農業生産と包装に
取り組み、イキイキとした活力あ
る農村を次世代に引き継いでいき
ます。

大分県

　

大山町

・町の 人口

　　

３，２００人（１，０００戸）

・農家戸数

　　

６０４戸

・耕地に恵まれず、立地に恵まれず、
天然資源にも恵まれない山村農業。

１戸当りの耕作面積４０ａ



「梅栗運動」始まる
「田んぼに梅を植えましょう、

畑に栗を植えましょう」
それは日本一貧しい

「小さな村の大きな実験でした」
今から５０年前のことです …・
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第１のＮＰＣは所得追求の運動です。
＜Ｎｅｗ

　

Ｐ１ｕｍ

　

ａｎｄ

　

Ｃｈｅｓｔｎｕｔｓ＞１９６１年（昭和３６年）
梅栗植えて農家経済の立て直しを図ったもので、「働くねが
い」が込められています。

第２のＮＰＣは豊かな人づくり運動です。
＜Ｎｅｏ

　

Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ

　

Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＞１９６５年（昭和４０年）
新しい人格の結合体をめざそう、それにはまず豊かな心、
教養、知識をもった人づくり「学ぶねぬ｛い」です。

第３のＮＰＣは住みよい環境づくり運動です。
＜Ｎｅｗ

　

Ｐａｒａｄｉｓｅ

　

Ｃｏｍｍｕｎｔｙ＞１９６９年〔昭和４４年）
大山パラダイスを築こうという遠大な目標です。大山に住む
人びとがより豊かにより楽しく暮らせるよう地球環境と生命
体に配慮した「愛のねがい」があります。
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施設や装置を利用したきのこ栽培

・１９７２年（昭４７）に導入

・天候に左右されない施設を利用した農業。
・耕作面積が狭いため

　　　

高さ、空間、スピード、回転率を

　　

つけた農業へ… … 一。
・周年栽培－－毎日出荷、毎日お金が入る。
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軽薄短小作物のグラム産業

・１９８２年（昭５７）ハーブ・ブラツサムの栽培を
開始

・１９８３年（昭５８）クレソン栽培を開始

　　

渓流に自生しているクレソンをハウス

　　

栽培に実用化
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耕地に恵まれなかった

　　　

山村農業の生きる道

（１）少量生産
（２）多品目栽培

（３）高付加価値販売
（４）収益率の高い農業システム

（５）生産、加工、流通、販売の六次産業化

所得に結びつける
・全ての産品の包装パッケージに
「瞳は未来へ」のキャッチコピー導入

　　　　　　　　　

１９７７年（昭５２）
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農産物全体の年間売上高 ２０億円
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週休三日の農業
「重労働から軽労働・快適労働へ」

．人材バンク設立（タスクセンター）
・農作業共同管理
・堆肥散布車の開発

１９７６年（昭５１）に堆肥工場
「オーガニックマニュアルプラント」の設立

　　

きのこ栽培から出る“オガクズ”と

　　

２５０種の有効微生物群が特徴の

１有機堆肥「オネスト２５０」開発１
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大山では、健康な
農産品づくりは
まず健康な土壌か
らという信念のも
と、 土作りを行っ

…てきました。
●１９７７年（昭５２）

堆肥工場建設

年間１，５００ｔを大山の田畑へ散布

　　　

堆肥散布ローラー作戦

　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

・毎月の定例理事会を午前中に終え、午後

　

は、農協役職員・生産者・都市の生活者が

　

一緒になって「土づくり」を実践
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農産物直売所
「農業者によるバザール

・１９９０年（平２）７月オープン

・現在の店舗数
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＜一般流通＞
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＜木の花ガルテン＞

Ｌ霧コートざま福率，Ｈ二ごま謡劃

木の花ガルテン農家レストラン

　　

「オーガニック農園」

・２００１年（平１３年）４月オープン

・現在４店舗の展開

　　

大山町（１４０席）、大分市（１５５席）、

　　

福岡市（１６０席）、小郡市（１１０席）

★シェフ（主婦）は現役を引退をした
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梅・クリ植えてハワイへ行こう
１９６６年（昭４１）

・週休三日の農業

・年に数回、国内外を旅する「体験学習の旅」
，旅は人生最大の学問である

・パスポートの所持率、人口の７０％（日本－）

※特に中国とは友好関係

　

・平成元年に蜂蜜の製造・販売する

　

合弁会社設立。

　

・１９９７年（平９）には友好交流２０周年を記念し

　

桜公園を設立。
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韓国長水農協交流説蛙頚

「木の花ガルテン五馬媛の里」計画

都市生活者と農業者の多面的な
「楽しい交流の場

　

村の生命を都市の暮らしへ」

２０ヘクタールの土地に梅・椿・枝垂れ桜・花桃・あじさ
い・やまぼうし・アカシア・サルスベリ・紅葉と一年中楽し
める樹に咲く花を植栽しています。

里山には山野草が育ち、古代米の田んぼにトンボが舞
い、季節ごとの野菜が一年中栽培されている畑。花を
楽しみ、新鮮な空気を吸い、里山の自然に触れて、－
日中遊ぶことができる懐かしい、心地よい場所。

いつまひめ

馬媛の里」計
（千年の杜づくり）
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全国梅干コンクール
・４年に一度の梅干の祭典

・昨年「１月に第六回全国梅干コンクール開催

　　

全国４７都道府県より過去最高の

　　

１，２１１点が出品される。

小さな村から全国に向けた情報発信。
全国の生産者、生活者の梅干への再発見や
技術向上へと進化しています。
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瞳は未来へ

　

大山
・この町に若者が残り、農業を引き継いで
いくためには夢や希望が必要です。
夢や希望がなければ意欲はわきません。
夢や希望は自分たちでつくり挑戦するものです。

・ものごとを深く考え、理念を継承していくこと
も忘れてはなりません。

高めるのは「知恵」です。
重ねられた知識と経験の中か

その知恵が利益を出します。
業こそ知的集約産業です
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大分大山町農協運営の理念
１． 我々は一致団結して、 豊かな活力ある農村づくりに励みます。

２． 地球環境と生命体を大切にした生産と包装に取り組みます。

３． 生活者に評価される産品を開発し、 新鮮で安全なものを提供します。

４． 快適で文化の享受できる農村社会を興し、 次世代に引き継いでいきます。

５． 世界の町や村、 そして都市と農村の交流の輪を広げて進化していきます。

大分大山町農協が目指す方向

１． オーガニック （有機無農薬） 農業を推進します。
市場では都市生活者の自然・健康志向から原材料、栽培方法、産地などにこだわった 「オーガニック」

産品が本流となりつつあります。 そのような時代を先取りした有機農産物の生産に取組みます。

２． 消費者の求めている安心・安全・健康な食品の生産をします。
環境に負荷となる化学合成農薬、化学肥料、生産資材等の使用をやめ、農協で生産される有機肥料「オネ

スト２５０」 （有効微生物群が豊富なゲルマ酵素入り） をふんだんに施用して、 おいしくて元気な農

産品を提供します。

３． 時代に即応した流通の開拓を行います。
農産品をはじめとする食品の流通が大きく変化してきています。 青果市場、 小売店等の動向を見なが

ら 「コスト削減を図った市場流通」 を開拓していきます。

４． 高付加価値産品開発に努め、 収益率の高い農業をめざします。
耕地に恵まれない大山産品は他産地のものとひと味違った 「安全、 安心、 健康、 そして美味しいこだ

わりの産品」 でなければなりません。 生活者の方々が安心して食べられるもの、 そして 「感動が残る

もの」 そのようなものには高い評価が得られます。

５． 若者が継ぎたくなる快適農業を推進します。

　

「この町に若者が残るか」 そのような魅力ある農業の開発が求められます。 老壮青のバランスのとれ

た 「親子三代農業」 の実現が理想です。

６． 週休三日の余暇で文化の創造を行います。
農村に暮らしていても都市のような文化的生活を享受できるようになれば…逆に 「農村こそ真のパラ

ダイス」 理想的な生活圏となります。

年間労働時間１，４５８時間 （２８時間／週） で実り豊かな楽しい生活をつくり出してください。

７． 都市と農村との交流事業をすすめます。
五馬媛の里での体験交流、 梅・スモモ・キノコ狩りツアーや市場関係者、 生協の組合員、 木の花ガル

テン利用者等、 都市生活者に農村のもつさまざまな資源・生活・文化を紹介し、 交流を深めながら

「新鮮な農産品を提供」 していきます。



　

ＮＰＣ運動とは人が生きて、生活するうえで基本となる働くこと、学ぶこと、愛

し合うことを理論的に表現し実行するものである。

　

単なる物づくり運動ではなく物づくりにかける、 大山農民の意欲と力量と心の象

徴的表現でもある。

　

それは地域に伝えられてきた生活情報や技術を新しい形で継承する文化運動でも

あり、 一次二次三次のＮＰＣに枝や葉をつけながら、仲間と共に繰りかえし繰りか

　　　　　

ら

　

せん力、い７ｉどん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一；、へんてさ

えし螺旋階段を登るように、すこしずつ高め進化してし、く普遍的地域住民運動である。

第１のＮＰＣは所得追求の

運動です。
１９６１年（昭和３６年）

〈Ｎｅｗ Ｐ１ｕｍ ａｎｄ Ｃｈｅｓｔｎｕｔｓ〉

梅栗植えて農家経済の立て直しを

図ったもので、「働くねがい」が込

められてし、ます。

「梅栗植えてハワイへ行こう！」 とし、うキャ

ッチフレーズのもと、 大山町が

　

”農業の構造

改革” というべき第一次ＮＰＣ運動に取り組

んだのは昭和３６年。耕地に恵まれぬ山村の宿

命として、土地収益性を追求、耕種農業から

果樹農業、さらに高次元農業へと転換をはか

ってきました。 この間、 労働条件の改善にも

積極的に取り組み、 軽労働、省力労働に適す

る作目を奨励、 現在では、半日で農作業が終

了する

　

”週休三日農業” を目指しています。
梅・栗で始まったこの運動は、 やがて、 天候

に左右されない施設や装置を利用した少量生

産多品目栽培、高付加価値販売へとすすみ－

億円を超える産品が九品目と育ち、 二次産業

の加工、 三次産業の流通へと意欲的に取り組

み大山ブランドを確立しています。

第２のＮＰＣは豊かな人づ

くり運動です。
１９６５年 （昭和４０年）

〈ＮｅｏＰｅｒｓｏｎａｌｉｔｙＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ〉

新しい人格の結合体をめざそう、

それにはまず豊かな心、 教養、 知

識をもった人づくり「学ぶねがい」

です。

第二次ＮＰＣ運動は、 所得ばかりでなく、′□

も豊かな人をつくろう！という運動で、 いろ

んな催しや行事をやる中から切礎琢磨、 お互

い人間を磨き合っていこうというものです。
そのために、 町役場には自学自習の生活学園

と有線テレビが施設され、民度の向上を進め

ています。 また、
“習慣づけ学習” として、

恒例行事の各種イベントを催しています。農

協は “体験学習” に重点をおいて、 住民に国

内や海外研修旅行をすすめています。 ハワイ、
中国、イスラエルと、それぞれ友好関係を結

び、 親善交流を盛んにしています。 また、 国

内はもちろん、海外からも友人が来訪し、民

泊をして親交をあたためています。そのため、
農協は無利子の旅行□－ン、 無料のカルチャ
ーバス、 農業後継者への育英資金を設けるな

ど、 便宜をはかっています。

　　　　
メタ



第３のＮＰＣは住みよし、環

境づくり運動です。
１９６９年（昭和４４年）

〈Ｎｅｗ ＰａｒａｄｉｓｅＣｏｍｍｕｎｉｔｙ〉

大山パラダイスを築こうという遠

大な目標です。大山に住む人びと

がより豊かにより楽しく暮らせる

よう地球環境と生命体に配慮した

「愛のねがし、」 があります。

所得向上の目標が達せられ、 豊かな心をもっ
た隣人に恵まれても、なお若者が大山にとど
まろうとしないのはなぜか………。 それは都

会に比べて文化、娯楽、教育、教養などの環
境設備があまりに遅れているからではなし、か。
田舎に暮らしてし、ても都会のような文化的生
活を享受できるようになれば…、逆に農村こ
そ真のパラダイス、 理想的な生活圏になる！

そう考えたところからこの運動の取り組みが
始まりました。 そのための環境整備をどうす
るか。まず、 それぞれの生活行動半径内に利
用しやすし、便利な文化生活施設が集積されて
いなければダメだ、 とし、うことから、 大山を

八つの文化生活団地に分けてし、ます。五分ぐ
らし、の時間で用が足せる距離を生活行動半径
としたエリアで、 ここにそれぞれ文化生活施
設を集積していこうとし、う考えでした。 そう

して施設をそつなく活用し、 楽しく暮らすた

めにコミュニティ活動をすすめ、運命共同体
としての親密感情の復元につとめています。



イキイキと百姓したい
大山町は、 海外旅行者が世界でいちばん多いムラだといわれます。
パスポートを持っている町民が約７０％。 それは、 大山の百姓

が金持ちだということではありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

くだもの
私たちは外国に行って、 食べたことのない果実を食べたり、 食

べたことのない野菜を食べたり、 いろんな料理をご馳走になり、
聴いたことのない音楽を聴いたり、 美しい絵画を見たりして、
あらためて自分の姿を見つめ直し、 ちがう衣食住と異文化にふ
れて驚いたり…そんな出会いと体験学習のためにローンで海外
旅行をするのです。
私たちの日常の暮らしは、 決してゼイタクではありません。 し

かし、 働きやすい快適な農家をつくっていきたいと思います。
イキイキ働く百姓がつくるものは、イキイキしていると信じる
からです。

Ｗｒｒ
，

′



　

大分県
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「
農
業
者
に
よ
る
バ
ザ
ー
ル
木

…
の
花
ガ
ル
テ
ン
」

は
、

平
成
二
年

…
七
月
七
日
の
「
七
夕
さ
ま
」
の
日

…
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

一

　

暑
い
盛
り
で
、

植
栽
し
た
メ
タ

…
セ
コ
イ
ヤ
、

桜
、

楠
、

ユ
リ
ノ
キ
、

…
南
京
ハ
ゼ
等
、

枯
ら
さ
な
い
よ
う

リ
水
や
り
が
大
変
で
し
た
。
お
陰
さ

ま
で
今
日
で
は
、
大
木
と
な
り
春

夏
秋
冬
に
そ
の
姿
を
変
え
、
こ
こ

ち
よ
い
自
然
の
雰
囲
気
を
提
供
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

「
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」

の
名
前

の
由
来
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　

こ
の
年
は
、
大
阪
花
の
万
国
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
心
に
「跨
熊
楠
樽
贈」
と

い
う
大
き
な
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
テ

ー
マ
館
が
建
っ
て
お
り
、

中
に
は

何
百
種
類
も
の
世
界
の
花
々
が
美

し
く
桃
源
郷
の
よ
う
に
咲
き
乱
れ

て
い
ま
し
た
。
現
在
も
大
阪
鶴
見

緑
地
公
園
の
中
に
残
さ
れ
、
多
く

の
人
々
が
参
観
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

咲
耶
木
花
館
は
、
「
古
事
記
」
や

「
日
本
書
紀
」
に
記
謎
れ
た
神
話

率
出
て
く
る
天
神
（嘘興
々
杵
尊）
と

国
神
（木
満
開
耶
媛）
の
中
か
ら
つ

け
ら
れ
た
と
聞
き
、

よ
く
調
べ
て

　

ｆ

　　　

糸

　　　　　　　

．

　　

い
値
が
つ
い
て
販
売
さ
れ
て
い
ま

　

円
単
位
で
五
百
円
と
か
千
円
と
い

　　　

窯《櫛一肌欄耐聞幽
霊－』穣蝋
‘胤巌拶乳跡札で科伽膿淋娩蝋
も狭ぁ鎌形婦離鞘船蜂錆鎚噺輔斑臥ｏ

　　　　　　　　　　　　　

高
齢
者
や
、

乳
児
を
か
か
え
た
若

　

そ
れ
は
、

買
わ
れ
る
方
が
ひ
と
目

　　　　　　　　　　　　　

妻
の
方
々
で
も
つ
く
れ
る
も
の
が

　

み
て
色
で
価
格
が
判
別
で
き
る
こ

迎
氷
焚
か
＆
氏
勿
木
花
開
耶
媛
の
父

　

あ
る
と
思
い
、
出
荷
を
呼
び
か
け

　

と
と
レ
ジ
係
が
間
違
い
な
く
簡
単

は
大
山
祇
命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
し
た
。・

　　　　　　　　　　　　

に
計
算
で
き
る
為
の
も
の
で
し
た
。

同
じ
大
山
の
名
が
気
に
い
り
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
栽
培
す
る
の
は
、

農

　

今
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
で
光
を
当
て

そ
し
て
、
木
花
一連
郭
瀕
誼
、
麹
張耕

　

家
の
人
だ
か
ら
「
一
番
美
味
し
い

　

る
だ
け
で
計
算
は
自
動
で
出
来
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と

　

．き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

琳
尊
と
結
婚
し
、
山
幸
彦
ｏ
海
幸

　

収
穫
の
時
季
を
知
っ
て
い
る
」
と

　

そ
し
て
売
れ
残
っ
た
出
荷
産
品
は

彦
と
い
う
神
様
を
お
産
み
に
な
っ

　

思
い
、
そ
の
一
番
美
味
し
い
時
季

　

自
己
責
任
で
引
き
取
ら
な
け
れ
ば

て
い
ま
す
。

　　　

，

　　　　　　

を
待
っ
て
収
穫
し
て
出
荷
を
し
て

　

な
り
ま
せ
ん
。

当
時
は
ま
だ
ひ
と

そ
ん
な
こ
と
か
ら
豊
か
な
生
産
を

　

下
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　　

つ
ひ
と
つ
の
農
産
品
に
出
荷
月
日
、

も
た
ら
す
木
花
開
耶
媛
と
、

イ
ス
・

　

一
般
の
市
場
流
通
は
、
お
客
様

　

生
産
者
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
時

ラ
エ
ル
研
修

（
昭
和
五
十
年
）

の

　

の
口
に
届
く
の
は
早
く
て
三
日
、

　

代
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

帰
り
に
ド
イ
ツ
で
見
た
市
民
農
園

　

遅
く
な
る
と
七
日
ほ
ど
か
か
り
ま

　　

実
際
、
生
産
者
も
面
倒
な
こ
と

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
か
ら
命
名
し

　

す
の
で
、
お
の
ず
と
早
採
り
し
て

　

と
言
い
な
が
ら
売
れ
る
か
ど
う
か

ま
し
た
。
都
市
に
住
む
人
た
ち
と

　

出
荷
、
冷
蔵
庫
で
の
解建一澗燕
ど
な
り

　

半
信
半
疑
と
、
期
待
半
分
の
よ
う

生
産
者
が
直
接
触
れ
合
う
交
流
の

　

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
買
わ
れ
た
方

　

で
し
た
。

場
で
す
。

　　　　　　　　　　　

は
満
足
し
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
木
の
花

　

二
十
年
が
経
ち
ま
す
。

成
人
式

　　

お
客
様
の
口
に
届
い
た
と
き
、

　

ガ
ル
テ
ン
の
取
り
組
み
は
、

農
産

を
迎
え
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
何
と
美
味
し
い
も
の
か
」

と
感

　

品
流
通
に
大
き
な
風
穴
を
空
け
た

木
の
花
ガ
ル
テ
ン
事
業
も
ま
わ
り

　

動
を
与
え
る
事
が
出
来
る
の
は
完

　

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
出
荷

を
取
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化

　

熟
の
朝
探
り
、
新
鮮
な
も
の
で
す
。

者
の
皆
さ
ん
は
真
面
目
に
適
正
な

し
て
き
て
い
る
今
日
、

今
迄
と
同

　

こ
の
出
荷
方
法
な
ら
、

買
わ
れ
た

　

価
格
で
出
荷
を
続
け
た
為
、

段
々

じ
考
え
１

同
じ
進
め
方
で
は
取
り

　

そ
の
日
の
昼
又
は
夜
に
は
お
客
様

　

と
人
気
が
出
て
き
て
、
お
客
様
も

残
さ
れ
ま
す
。

更
に
進
化
、
発
展

　

の
口
に
入
り
ま
す
。，
そ
ん
な
こ
と

　

増
え
出
荷
量
も
増
し
、

売
上
げ
も

し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
人
の
考

　

を
お
願
い
し
、
出
荷
シ
ー
ル
を
作
・
伸
び
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お

え
方
に
脱
皮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　

客
様
の
来
る
の
を
た
だ
待
つ
だ
け

　

少
し
時
代
を
戻
し
、

開
所
当
時

　　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
産
品
に
出
荷
・

で
な
く
、
お
客
様
の
待
っ
て
い
る

か
ら
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　　　

者
名
、

品
名
、・
出
荷
月
日
を
記
入

　

都
市
へ
の
出
店
を
思
い
は
じ
め
ま

　

大
山
の
農
産
品
は
、

厳
選
し
た

　

し
て
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。
赤
い

　

し
た
。

規
格
品
で
ど
の
産
品
も
卸
売
市
場

　

シ
ー
ル
百
円、
黄
色
二
百
円
、
緑

で
は
－

　

他
産
地
の
も
の
に
比
べ
高

　

三
百
円
、
そ
れ
以
上
の
価
格
は
百

来
月
号
へ
続
く

平成２年才一ブン当時の水の花ガルテン 左より矢幡治美名誉組合長ｏ矢羽田政夫農亭主事会長・三

　　

＼

　

」
】

　　　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

　

　



常

　

木
の
花
ガ
ル
テ
ン
大
山
店
を
オ

雛

１
プ
ン
し
て
一
年
が
経
っ
た
頃
か

封

ら
、
お
客
様
が
来
る
の
を
ジ
ッ
と

器

待
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
お
客

…撚
様
の
待
つ
都
市
へ
の
出
店
を
思
い

…※
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

馨
以
前
か
ら
お
取
引
を
い
た
だ
い
て

…響
い
た
大
分
市
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

・＝÷“※
ツ
ト
㈱
ト
キ
ハ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
Ｔ

…一帯
の
創
業
者
の
一
人
、
渡
辺
正
光
常

　　　　　義
務
（
当
時
、
そ
の
後
社
長
、
相
談

…綴
役
）
よ
り
出
店
の
お
誘
い
が
か
か

登

り
ま
し
た
。

　　
　

…＊

　

㈱
ト
キ
ハ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
、

…※

大
分
市
の
地
場
流
通
業
を
代
表
す

蒙

る
ト
キ
ハ
グ
ル
ー
ブ
の
ひ
と
つ
で

””””
…暮

す
。

こ
の
ス
ー
パ
ー
の
設
立
は
、

…※

　

－
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）、

　　
　…

大
分
市
が
新
日
鉄
を
は
じ
め
と
す

…馨
る
進
出
企
業
で
沸
く
新
産
業
都
市

　　
　

…総
開
発
の
真
盛
り
の
頃
で
す
。
県
内

　　　　　馨

に
三
十
五
店
舗
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

…馨
ケ
ツ
ト
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

．・

　

渡
辺
常
務
は
、

百
八
三
セ
ン
チ

　　
，劉
の
長
身
、
い
つ
も
黒
っ
ぽ
い
ス
ー

鎌．
ツ
に
エ
ル
メ
ス
の
ネ
ク
タ
イ
と
ポ

※
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
を
挿
し
た
ダ
ン
デ

実
朝
国

　

重
豪

イ
ー
な
、
住
年
の
大
ス
タ
ー
、

石

原
裕
次
郎
み
た
い
な
素
敵
な
方
で

す
。

そ
の
カ
ッ
コ
い
い
渡
辺
常
務

と
二
人
で
出
店
の
可
能
性
を
探
る

た
め
、

大
分
市
内
の
ト
キ
ハ
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
の
お
店
を
一
緒
に
見

て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、

当
時
は
ま
だ
農
産
品
を
定
時
に
届

け
る
た
め
の
肝
心
な
高
速
道
路
が

大
分
市
ま
で
開
通
し
て
な
く
、
や

む
な
く
出
店
を
断
念
す
る
事
に
し

て
お
断
り
に
行
き
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
渡
辺
常
務
が
「
何
だ
、

ヤ
ハ
タ
さ
ん
冷
た
い
な
↑
、

何
と

か
な
ら
な
い
か
」
と
な
か
な
か
引

き
下
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

け
れ

ど
も
、
決
定
権
は
こ
ち
ら
に
あ
り

ま
す
。
心
を
鬼
に
し
て
お
断
り
し

ま
し
た
。
先
様
は
随
分
と
悔
し
が

り
、
地
団
駄
踏
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

お
店
に
は
、
午
前
中
の
販
売
ゴ

ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
ど
こ
の
お
店
も
午
前
十
時

に
は
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
そ
の
時

間
帯
に
到
着
し
な
い
と
売
上
げ
は

極
端
に
下
が
り
ま
す
。
都
市
へ
の

出
店
に
は
、
や
は
り
高
速
道
路
は

不
可
欠
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
都
市
圏
の
お
店
で

は
、
効
率
を
上
げ
る
為
に
在
庫
商

品
を
保
管
す
る
バ
ツ
ク
ヤ
ー
ド
と

い
う
保
管
場
所
、
倉
庫
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
が
、

都
市
圏
に

出
店
す
る
為
に
考
え
た
の
は
、
一

店
舗
一
台
の
専
用
輸
送
ト
ラ
ッ
ク

を
あ
て
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
を
駐
車

場
の
一
隅
に
停
め
て
お
き
、
出
荷

コ
ン
テ
ナ
の
出
し
入
れ
を
す
る
の

で
す
。

要
す
る
に
輸
送
ト
ラ
ッ
ク

が
バ
ツ
ク
ヤ
ー
ド

（
保
管
倉
庫
）

の
役
割
を
し
、
農
産
品
を
出
し
下

し
す
る
運
転
手
の
方
々
が
生
産
農

家
の
代
わ
り
と
な
り
出
荷
物
の
野

菜
や
果
物
の
利
用
方
法
等
の
説
明

を
消
費
者
に
す
る
の
で
す
。
こ
う

い
う
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
た
時
、

や
は
り
ま
ず
は
福
岡
市
へ
の
出
店

を
実
現
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

一・一
十
年
前
の
福
岡
市
の
流
通
業

界
で
は
、
百
貨
店
岩
田
屋
系
列
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
㈱
サ
二
↑
、

創
業
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八

年
）
が
、
ダ
ン
ト
ツ
に
信
頼
も
人

気
も
一
番
の
お
店
で
し
た
。
当
時
、

福
岡
県
内
を
中
心
に
熊
本
県
の
七

店
舗
と
併
せ
五
十
七
店
舗
を
展
開

　　　　　　

”
＝
１

　

．
１
・
１

　　　　　　

　　
　
　
　

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
㈱
サ
ニ

ー
の
本
社
（
福
岡
市
中
央
区
平

尾
）
を
訪
問
し
て
、
厚
顔
を
か
え
．

り
み
ず
社
長
の
石
井
康
夫
氏
に
直

接
面
会
を
し
て
い
た
だ
き
、
大
山
．

の
事
情
を
説
明
し
て
出
店
の
希
望

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

石
井
社
長
は
、
岩
田
屋
か
ら
最

初
に
海
外
研
修
生
と
し
て
ア
メ
リ

カ
に
派
遣
さ
れ
、
流
通
を
勉
強
し

た
超
エ
リ
ー
ト
の
優
秀
な
キ
レ
者

で
あ
る
と
は
、

後
々
に
聞
い
た
話

で
す
。

そ
の
石
井
社
長
が
数
日
後
、
幹

部
数
名
を
伴
い
現
地
視
察
に
大
山

の
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

取
締
役

商
品
統
括
部
長
の
藤
野
軍
次
氏
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
後
に
取
締

役
専
務
と
な
り
、
大
き
な
実
績
を

残
し
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四

年
）
退
職
さ
れ
た
後
は
、
日
本
各

地
よ
り
指
南
の
要
請
が
か
か
り
店

舗
運
営
、
商
品
開
発
、
経
営
全
般

等
に
わ
た
り
、
顧
問
そ
し
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
超
多
忙
の
日
々

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
、
大
山
町
農
協
の

経
営
全
般
に
わ
た
り
助
言
を
し
て

い
た
だ
く
顧
問
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

来
月
号
へ
続
く

ヤー
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平成４年 野菜売場増床新築



代
表
理
事
組
合
長

　

矢
羽
国

重
家

『
都
市
へ
◎
圏
底
』

先
月
号
で
、

福
岡
市
の
ス
ー
パ

Ｔ
マ
ー
ケ
ッ
ト
㈱
サ
ニ
Ｔ
の
石
井

康
夫
社
長
が
幹
部
数
名
を
伴
い
、

大
山
の
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
ヘ
視
察

に
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
ま
で
話
し

ま
し
た
。

要
請
に
応
え
て
や
っ
て
来
ら
れ

た
の
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、

何
の
返
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。

再
度
、

㈱
サ
ニ
ー
の
本
社
を
訪
問
、

石
井
社
長
に
面
会
し
て
「
社
長
、

一
緒
に
や
る
気
が
な
け
れ
ば
ハ
ッ

キ
リ
と
言
っ
て
下
さ
い
。

私
た
ち

も
次
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

す
る
と
石
井
社
長
は
、
渋
々
と

藤
野
部
長
に
言
い
ま
し
た
。

「
藤
野
君
、

長
住
は
ど
う
か
ね
」

　

藤
野
部
長
は

「
良
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
、
見
て
も
ら
っ
た
上
で

検
討
し
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
藤
野
部
長
と
一
緒

に
長
住
の
お
店
を
見
に
行
き
ま
し

た
。

　

長
住
に
着
き
、

お
店
を
見
て
ビ

ッ
ク
リ
、

腰
が
抜
け
る
ほ
ど
驚
き

ま
し
た
。

　

お
店
は
、

古
び
て
活
気
は
な
く
、

お
客
は
パ
ラ
パ
ラ
、

ス
ク
ラ
ッ
プ

同
然
（
失
礼
）
で
す
。
お
店
の
前

の
路
上
に
は
、

魚
や
肉
、

野
菜
、

干
物
、
雑
貨
等
を
売
る
露
店
商
が

ズ
ラ
ッ
と
所
狭
し
と
軒
を
連
ら
ね
、

勢
い
良
く
お
客
様
に
声
を
か
け
販

売
し
て
い
ま
す
。

又
、

サ
ニ
ー
長

住
店
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ

た
所
に
は
、
新
し
い
お
店
西
鉄
ス

ト
ア
が
あ
り
、

そ
こ
は
大
勢
の
お

客
様
で
賑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
状
況
を
見
て
、
一
瞬
、

膿
賭
す
る
と
と
も
に
大
き
な
迷
い

が
生
じ
た
の
も
事
実
で
す
。
し
か

し
、
覚
悟
を
決
め
出
店
の
方
向
で

前
に
進
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

先
ず
、

農
協
内
部
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス

　

公
ロ
意
、
意
見
の
一
致
）
づ

く
り
で
す
。
当
時
、

十
五
名
程
い

た
部
内
の
職
員
に
計
画
を
説
明
し

ま
し
た
が
、

「
条
件
が
悪
す
ぎ
る
、

や
め
た
方
が
良
い
で
す
よ
、
命
取

り
に
な
り
ま
す
よ
」
等
の
意
見
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
都
市
へ
の
出
店
で
す
。

出
店
条
件
と
し
て
は
、
全
く
不
利

な
場
所
と
お
店
で
す
。
心
配
は
当

然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
部
長
会
に
提
案
す
る

と

「
大
山
店
が
ひ
と
つ
出
来
た
事

で
も
心
配
し
た
の
に
、

二
店
目
を

都
市
に
出
店
す
れ
ば
、
従
来
の
卸

売
青
果
市
場
関
係
者
か
ら
脱
ま
れ

て
、
市
場
出
荷
産
品
が
売
れ
な
く

な
る
」
と
、
強
い
反
対
意
見
も
出

ま
し
た
。

又
、

理
事
会
で
も
、

役

員
の
方
々
が
心
配
し
、
現
地
を
見

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

理
事

監
事
全
員
が
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
に

乗
り
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
更
に
心
配
と
不
安
が
増

幅
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
中
断
す
れ

ば
先
が
見
え
な
く
な
る
と
思
い
、

リ
ス
ク
と
結
果
責
任
論
を
覚
悟
で
、

強
く
出
店
を
希
望
し
理
事
会
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
準
備
が
大
変
で
し

た
。
売
り
場
面
積
を
決
め
、
店
舗

改
装
、
電
気
ｏ
水
・
照
明
ｏ
陳
列

台
・
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
ｏ

電
話

機
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
看
板
・
案
内

チ
ラ
シ
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
三
苫
文
人

‐
君
（
現

金
融
担
当
理
事
部
長
）、

矢
幡
徹
雄
君
（
当
時

店
長
）
を
中
－

心
に
、

当
時
の
ス
タ
ッ
フ
（
新
開
、

外
商
、
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
の
十
五

名
程
）
は
、

新
し
い
お
店
づ
く
り

に
夢
と
期
待
と
不
安
を
募
ら
せ
な

が
ら
、
懸
命
に
開
店
に
向
け
て
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
問
題
を
乗
り
越
え

解
決
し
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
大
き
な
問
題
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

現
地
責
任

者
と
な
る
大
山
か
ら
派
遣
す
る

「
店
長
」
で
す
。

白
羽
の
矢
を
た

て
た
の
が
、
職
員
で
き
の
こ
培
養

工
場
の
事
務
等
を
担
当
し
て
い
た
、

矢
羽
田
冨
士
美
さ
ん
（
当
時
五
十

六
歳
）●
で
す
。
家
庭
を
持
っ
て
い

る
が
独
身
（
夫
と
死
別
）、
た
っ
た

一
人
の
息
子
さ
ん
も
大
学
を
卒
業

し
、

す
で
に
就
職
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

彼
女
は
、

責
任
感
が
強
く
、

何
事
も
や
り
遂
げ
る
強
い
意
志
を

持
っ
て
い
ま
す
。
人
を
叱
り
飛
ば

す
こ
と
も
ヘ
ッ
チ
ャ
ラ
で
す
。

最

適
任
者
と
思
い
、
彼
女
を
何
と
か

口
説
き
落
と
し
て
福
岡
市
勤
務
の

了
承
を
と
り
つ
け
ま
し
た
。

サ
ニ
「
長
住
店
の
す
ぐ
裏
に
、

農
協
で
ア
パ
ー
ト
を
借
り
、
早
速

準
備
の
為
、
住
み
込
み
で
業
務
に

つ
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
女
性
店

長
の
誕
生
で
す
。

　

そ
し
て
、
パ
ー
ト
従
業
員
も
雇

用
し
て
、
平
成
四
年
七
月
二
十
五

矢羽田冒士美さん （中央）

　

′

　　

、

平成４年７月２５日

日
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
す
。

′

　　　

．

ン長住店オープン
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一
代
表
理
事
組
合
長

　

矢
羽
国

　

重
豪

『
星
方
よ
し
の
法
則
』

封

　

矢
羽
田
冨
士
美
さ
ん
は
木
の
花

　

皆
さ
ん
、
今
日
か
ら
木
の
花
ガ
ル

－－榊
ガ
ル
テ
ン
長
住
店
長
と
し
て
充
分

　

テ
ン
を
全
面
的
に
応
援
し
て
あ
げ

滋

に
職
責
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
が
、

て
下
さ
い
』
と
言
っ
た
」
と
い
う

…滋
私
共
の
出
店
は
、
社
長
と
の
直
接

　

の
で
す
。

器

交
渉
で
入
店
し
た
為
、
長
住
店
の

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
出
店
し
た
平

※
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
理
解
と
協
・

成
四
年
は
、

日
本
の
バ
ブ
ル
経
済

…※
力
が
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
、
随
分

　

が
は
じ
け
た
時
期
で

全
国
の
小

暮
＊
と
苦
労
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

売
店
が
軒
並
み
に
売
上
げ
が
下
っ

◆”÷
▼姿

早
く
大
山
に
帰
ら
せ
て
下
さ
い
と

　

て
い
る
状
況
で
し
た
。

そ
ん
な
状

…糟柵
再
々
泣
き
つ
か
れ
、
そ
の
都
度
説

　

況
下
で
の
農
産
品
販
売
で
す
。
サ

　　　
　審

得
し
な
が
ら
私
も
軌
道
に
の
ろ
ま

　

ニ
ー
の
社
長
は
じ
め
幹
部
の
方
々

＝÷”．”
…
※

で
毎
日
通
い
ま
し
た
。．
ス
タ
ッ
フ

　　

は
、
「
ど
う
せ
そ
ん
な
に
は
売
れ
な

…
穀

も
交
互
に
応
援
に
出
か
け
た
も
の

　

い
だ
ろ
う
、

ま
あ
売
れ
て
も
せ
い

…
※

で
す
。

そ
し
て
、

半
年
く
ら
い
経

　

ぜ
い
一
日
の
売
上
げ
は
五
万
円
ぐ

繁

っ
た
頃
、

店
長
の
冨
士
美
さ
ん
よ

　

ら
い
だ
ろ
う
」
と
皆
さ
ん
は
思
っ

…
馨

り
明
る
い
声
で
電
話
が
か
か
っ
て

て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
こ
と

＃
ー
き
ま
し
た
。
「
部
長
、
今
日
は
嬉
し

　

で
．
テ
ナ
ン
ト
料
金
も
ビ
ッ
ク
リ

…暮
か
っ
た
ー
。」
そ
れ
は
、

今
ま
で
協

　

す
る
く
ら
い
破
格
の
安
さ
で
し
た
。

円キー
カ
体
制
に
な
か
っ
た
サ
ニ
ー
店
長

と
こ
ろ
が
、

蓋
を
開
け
て
ビ
ッ

…※
の
梅
津
さ
ん
が
、

朝
礼
の
際
、
「
他

　

ク
リ
仰
天
、

サ
ニ
ー
長
住
店
の
野

ー繁
店
が
軒
並
み
に
売
上
げ
を
下
げ
て

　

菜
・
果
物
売
り
場
と
隣
り
合
わ
せ

‐誓
い
る
時
に
、

長
住
店
全
体
の
売
上

　

に
開
設
し
た
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
の

無
げ
が
驚
異
的
に
伸
び
て
い
るー
『
そ

　

売
り
場
は
、
連
日
多
く
の
お
客
様

鮭
れ
は
、
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
が
長
住

　

で
押
す
な
押
す
な
の
大
盛
況
、
精

器

店
に
入
っ
て
い
る
お
陰
で
あ
る
ｄ

　　

算
す
る
レ
ジ
も
長
蛇
の
列
で
す
。

そ
し
て
、

何
が
起
き
た
か
と
い
う

と
長
住
店
全
体
の
売
上
げ
が
大
き

く
伸
び
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
原
因
と
い
う
の
は
、

次
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
一
般

的
な
売
り
場
面
積
は
、
約
三
百
坪

（
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）

前
後
で
す
。

そ
し
て
、

一
日
の
購
買
客
数
は
、

千
五
百
～
二
千
名
位
で
一
人
当
た

り
の
客
単
価
は
、
千
八
百
円
程
度

と
言
わ
れ
、
一
店
舗
の
年
間
売
上

高
は
、
約
十
億
円
位
で
す
。
テ
ナ

ン
ト
と
し
て
入
っ
た
木
の
花
ガ
ル

テ
ン
の
初
年
度
売
上
げ
は
、
一
億

二
千
万
円
で
し
た
。

　

お
客
様
一
人
当
た
り
の
購
入
金

額
は
、

平
均
八
百
円
で
す
。

そ
う

し
ま
す
と
十
五
万
人
が
木
の
花
ガ

ル
テ
ン
に
来
店
し
て
買
物
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
十
五
万

人
の
お
客
様
は
、
従
来
の
サ
ニ
ー

の
お
客
様
と
違
っ
た
「
安
全
・
安

心
ｏ
健
康
」
を
求
め
た
目
的
買
い

の
お
客
様
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
半
数
の
八
万
人
が
サ
ニ
ー
で

も
買
物
を
し
た
と
な
る
と
一
億
四

千
万
円
ほ
ど
の
売
上
増
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、

私
の
推
測
で
す
か

ら
実
際
に
は
二
億
円
増
に
な
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

出
店
し
て
半
年
も
し
な
い
内
に
次

｛，
）

の
出
店
要
請
が
、
サ
ニ
ー
本
部
よ

　

そ
ー

り
き
た
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
破
格
の
安
さ
の
テ
ナ
ン

だ
科
キ

ト
料
か
ら

「
今
の
半
分
の
テ
ナ
ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”ー

ト
料
な
ら
出
店
し
ま
し
ょ
う
」
と

　　

，

冗
談
交
じ
り
に
言
う
と

「
そ
れ
で

　

一

　

′

結
構
で
す
」
と
の
返
答
で
す
。

そ

　

，

ん
な
こ
と
で
あ
っ
と
い
う
間
に
福

岡
二
号
店
の
出
店
が
決
ま
り
、

平

成
五
年
九
月
一
日
、
福
岡
市
東
区

に
松
崎
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

－

　

松
崎
店
も
開
店
と
同
時
に
長
蛇

　

一

　　　　　　　　

ル
テ
ン
も
よ
し
、

お

　　

　

　
　

　
　
　
　
　

　

　
　

れぞれ
贈
鞠と酔

下
；
－
‘

．

し、
と
．

　

．′んキ
ヨ
戦

産
者
、

利
用
者
」

そ

　　　　　

「

　

ー

　

ニ

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＼

　　

、

　

，
ｒｈ －

　

，
．

　　　

ー ”‐

び
を
分
か
ち
得
ろ
、

　　　

＼

　

ー

　

ー
ミ

三
方
よ
し
の
法
則
が

　　

１＼

　

－

　

－
・

　　　　　　　　　

　

　

　　　
　

　

　　
　

成瓶胤鎌切撒け。
方

１
＼

　

＼
．１

木の花ガルテン松崎店オープン

ｒｂ成

の

　

き
′

　

．

　　　　　

－

　

／

平
木

　　

臣‐］ぶ

年９月１日



一
粗
食
垂
ツ
セ
イ
－－
“．

謎

轡

轟

　

い
つ
ま
ひ
め

『
亙
馬
鰻
◎
璽
歯
俺
米
収
穫
祭
』

天
瀬
町
五
馬
市
に
一
昨
年
国
よ

り
譲
り
受
け
た
庄
屋
屋
敷
の
建
物
、

土
地
→

　

田
畑
、
山
林
は
約
十
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
し
た
。

そ
の
後
隣
地

等
買
い
足
し
た
も
の
を
合
せ
る
と

現
在
十
五
ヘ
ク
タ
Ｔ
ル
（
四
万
五

千
坪
）

の
面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
と
な
る
で
し
ょ
う
。

全
体
の
総
称
を
「
木
の
花
ガ
ル

　　　　　

い
つ
ま
ひ
め

テ
ン
・
五
馬
媛
の
里
」
と
名
付
け

て
世
界
の
何
処
に
も
な
い
新
し
い

コ
ン
セ
プ
ト
で
都
市
生
活
者
と
農

業
者
の
多
面
的
な
楽
し
い
、
心
地

よ
い
交
流
の
場
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

五
馬
媛
の
里
は
大
山
農
協
に
と
っ

て
大
き
な
未
来
へ
の
遺
産
と
な
る

こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

「
五
馬
媛
の
里
」

の
名
前
の
由

．馨
来
は
、
今
か
ら
約
千
六
百
年
前
の

－．▼．・り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

つ
ち
ぐ

製
古
墳
時
代、
五
馬
の
台
地
に
土
蜘

＝，ｈ÷

　

も

鮎
蝶
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
住
ん
で
い

て
、
五
馬
媛
と
呼
ば
れ
る
女
性
の

種
子
を
確
保
し
て
、
栽
培
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
お
陰
様
で
順
調
に

生
育
が
す
す
み
収
穫
の
と
き
を
迎

え
ま
し
た
。

か
ね
て
よ
り
計
画
を
し
て
い
ま

し
た
、
都
市
に
暮
ら
す
人
た
ち
に

古
代
米
収
穫
祭
体
験
ツ
ア
ー
を
呼

び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、

福
岡
市

や
大
分
市
か
ら
大
人
や
子
供
百
名

近
い
方
々
か
ら
参
加
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。

十
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
、

秋
晴
れ
の
素
晴
ら
し
い
好
天
に
恵

ま
れ
た
五
馬
媛
の
里
で
古
代
米
の

稲
刈
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

刈
り
取
り
体
験
を
す
る
の
は
、

都
市
に
暮
ら
す
人
た
ち
で
皆
さ
ん

初
め
て
の
稲
刈
り
で
す
。
先
ず
刈

り
取
り
方
法
、

鎌
の
使
い
方
、

稲

束
の
結
び
方
、
そ
し
て
最
後
の
掛

け
干
し
ま
で
の
詳
し
い
説
明
が
必

要
で
す
。
先
生
と
な
り
指
導
す
る

の
は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
地
元
五
馬
市
の
農
家
の
お
じ
さ

ん
方
九
名
で
す
。

そ
し
て
説
明
を

う
け
た
あ
と
サ
ア
ー
愈
々
、

稲
刈

り
作
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　　　　　

来
月
号
に
続
く

「
著
者
，
髭
の
山
に
土
株
珠
有
り
，

名
を
五
島
漉
た
日
い
き

圏
リ
マ

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
五
馬
媛
は
、
五
馬
市
の

　

た
ま
ら
い
じ
ん
じ
ゃ

け
い
こ
う
て
ん
の一つ

「
玉
来
神
社
」
に
景
行
天
皇
と
共

　　　　　　　　　　　　

に
神
と
し
て
詑
ら
れ
地
元
住
民
に

　　　　　　　　　　　　

よ
り
永
く
語
り
伝
え
ら
れ
て
今
日

首
長
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た

　

ま
で
も
祭
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

と
い
う
歴
史
上
の
出
来
事
か
ら
名

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
の
中

付
け
ま
し
た
。

　　　　　　　　　

に
は
農
地
と
な
る
田
畑
も
含
ま
れ

　　

つ
ち
く
も

　

土
蜘
蝶
な
ど
と
い
う
恐
ろ
し
げ

　

て
い
ま
し
た
。
農
協
で
は
農
地
は

な
名
で
呼
ば
れ
た
の
は
、

彼
ら
が

　

法
律
上
所
有
で
き
な
い
と
の
指
摘

当
時
の
主
権
者
で
あ
る
大
和
朝
廷

　

を
う
け
ま
し
た
の
で
、

そ
の
後
県

と
関
係
な
く
生
き
て
い
た
か
ら
そ

　

や
農
協
中
央
会
の
指
導
を
う
け
な

の
よ
う
な
名
が
付
い
た
の
で
す
。

　

が
ら
、
「
株
式
会
社
農
業
生
産
法
人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
つ
ま
い
ち

　

大
和
朝
廷
軍
に
対
し
て

「
従
わ

　

五
馬
市
」
を
設
立
し
て
、

法
人
組

ず
」
に
、

自
由
と
自
主
、

独
立
を

　

織
に
田
畑
の
農
地
所
有
権
を
移
し

守
っ
た
五
馬
媛
と
は
た
ぶ
ん
想
像

　

て
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
又
山

す
る
に
、
察
と
し
た
姿
の
素
敵
な

　

林
を
伐
採
し
て
栗
や
ブ
ル
ー
ベ
リ

女
性
で
あ
り
、

聡
明
な
頭
脳
を
持

　

ー
の
苗
木
を
植
え
た
と
こ
ろ
、

果

ち
合
わ
せ
た
頼
り
甲
斐
の
あ
る
リ

　

機
園
と
な
る
の
で
こ
れ
も
農
協
で

ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

′

　

は
所
有
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

　

地
方
分
権
と
か
地
方
の
時
代
が

　

こ
ち
ら
も
法
人
に
所
有
権
を
移
し

叫
ば
れ
る
今
の
時
代
を
先
取
り
し

　

て
い
ま
す
。

何
と
も
道
理
、

理
屈

た
地
方
自
立
の
元
祖
で
は
な
い
で

　

、
に
合
わ
ぬ
お
か
し
な
こ
と
で
あ
り

し
よ
う
か
、

大
い
に
見
習
い
参
考

　

ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
つ
ま
い」り

と
し
た
い
も
の
で
す
。

　　　　　　　

そ
の
五
馬
市
の
田
ん
ぼ
約
一

　

へ

　

こ
の
よ
う
な
史
実
は
約
千
三
百
？

ク
タ
ー
ル
に
こ
の
春
か
ら
農
協
で

は
い
ろ
い
ろ
と
手
を
つ
く
し
古
代

米
（
赤
米
ｏ
紫
米
・
紺
米
・
黒
米

ｏ

黒
紫
米
ｏ
緑
米
・
香
り
米
）
の

年
前
の
奈
良
時
代
に
編
述
さ
れ
た
、

古
代
の
地
方
誌
琵
扉
鼻
妄
評
に

次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

古代米収穫祭に参加した人たち五馬婿をお肥りしている玉来神社



　　
　
　
　
　　　
　

　　
　
　　
　

　　　　　　　　

矢

剥

矢
羽
国

　

韮
豪

　

い
っ
ま
ひ
め

『
五
馬
媛
の
古
代
米
収
穫
祭
⑧
』

※

　

前
号
で
五．馬
媛
の
歴
史
か
ら
都

…掘
市
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
参
加
し
て

一落
古
代
米
の
稲
刈
り
に
入
る
と
こ
ろ

…馨
ま
で
述
べ
ま
し
た
。

※

　

サ
ア
ー
愈
々
稲
刈
り
作
業
が
始

※
ま
り
ま
し
た
。
会
社
社
長
夫
妻
、

器
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
族
、
自
営
業
者
、

＝÷”・
…誓
看
護
士
さ
ん
、
現
役
を
ひ
か
れ
た

糟
ご
年
配
の
ご
夫
妻
、
そ
し
て
子
供

　
　　報

た
ち
、
色
ん
な
方
々
が
参
加
し
て

…※
い
ま
す
。
最
初
は
地
元
農
家
の
お

“
※

じ
さ
ん
達
の
指
導
を
真
面
目
に
聞

※
い
て
い
て
ス
ロ
Ｔ
な
動
き
で
し
た

繁
が
馴
れ
て
く
る
と
皆
さ
ん
勢
い
が

…馨
出
て
き
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
に
は
虫

※
が
い
た
り
、

蛙
が
い
た
り
、

ト
ン

茎

ボ
が
舞
っ
て
い
た
り
で
キ
ャ
ー
キ

…＊
ャ
ー
、

ワ
イ
ワ
イ
で
収
穫
祭
の
名

※
の
と
お
り
、

ま
さ
に
楽
し
い
お
祭

．馨
り
で
す
。

古
代
米
と
は
現
在
の
日

義鞘
本
国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
水
稲

　
　難

の
原
種
と
な
る
も
の
で
す
。
東
南

鮎

ア
ジ
ア
の
山
村
僻
地
に
行
き
ま
す

登”
と
自
給
自
足
で
生
活
し
て
い
る
農

耕
民
族
が
そ
の
風
土
に
適
し
た
古

代
米
を
永
々
と
受
け
継
ぎ
な
が
ら

今
日
で
も
主
食
と
し
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
品
種
の
た
め

化
学
肥
料
や
窒
素
成
分
の
強
い
堆

肥
を
施
用
す
る
と
本
来
の
美
味
し

さ
が
失
わ
れ
た
り
、
稲
が
風
雨
で

倒
れ
た
り
し
て
収
穫
量
も
少
な
く

な
り
ま
す
。

豊
後
高
田
市
で
長
年
に
わ
た
り

古
代
米
の
栽
培
を
し
て
い
る
渡
辺

敬
治
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
特
長
と

し
て
玄
米
の
皮
に
含
ま
れ
て
い
る

天
然
色
系
と
香
り
成
分
が
あ
る
と

い
い
ま
す
。

紫
色
系
は
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
、

赤
色
系
は
タ
ン
ニ
ン
、

緑
色
系
は
葉
緑
素
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
生
理
活
性
物
質
の

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
フ
ィ
チ
ン
酸
、

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
等
も
含
ま
れ
て

お
り
、
抗
酸
化
作
用
、
血
液
浄
化

作
用
、
整
腸
作
用
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
効
能
が
あ
り
、
自
然
健
康

食
品
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
除
く
八
の
身

体
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
全
て

含
ん
で
お
り
毎
日
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
体
調
を
整
え
る
漢
方
薬
に

な
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
飯
を
炊
く
と
き
普
通
の
白
米

に
対
し
て
古
代
米
の
赤
米
や
黒
米

を
二
～
三
パ
ー
セ
ン
ト
混
ぜ
る
こ

と
に
よ
っ
て
お
赤
飯
み
た
い
な
赤

い
色
に
な
り◆
香
り
も
増
し
て
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の

好
天
の
下
、
刈
り
取
っ
た
稲
を
東

に
結
び
掛
け
干
し
し
て
作
業
は
終

了
し
ま
し
た
。
全
員
徒
歩
で
二
十

分
程
の
昼
食
懇
親
会
場
、
庄
屋
屋

敷
ま
で
山
道
を
歩
い
て
移
動
で
す
。

こ
の
山
道
は
五
馬
媛
の
里
の
用
地

内
で
桜
や
桃
や
椿
や
も
み
じ
が
植

栽
さ
れ
て
い
る
木
立
の
中
を
歩
き

ま
す
。
庄
屋
屋
敷
は
住
む
人
が
居

な
く
な
り
十
数
年
間
空
き
屋
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
収
穫
祭
の
お
接

待
所
と
し
て
間
に
合
う
よ
う
に
、

農
協
職
員
が
総
出
で
何
日
も
か
け

清
掃
を
し
、
障
子
と
襖
の
張
替
え

を
行
い
、
畳
も
表
替
え
を
し
て
庭

木
も
手
入
れ
し
、
周
囲
の
草
刈
り

も
し
て
万
全
の
体
制
で
お
客
様
を

迎
え
ま
し
た
。

　

正
午
、
お
客
様
が
到
着
し
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
の
献
立
は
木
の
花
ガ

ル
テ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
ー
ガ

　

て
稲
刈
り
を
し
て
お
腹
を
す
か
し

ニ
ツ
ク
農
園
」

の
料
理
そ
の
も
の

　

た
お
客
様
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

で
す
。

シ
ェ
フ
と
な
っ
て
料
理
す

る
の
は
農
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達

来
月
号
に
続
く

る
の
は
農
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達

　　　　　　

し
ゆ
ふ

で
す
。
「
主
婦
が
シ
ェ
フ
と
な
り

ま
し
た
。
」

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち▲
は
五
十
年
、

六
十
年
と
長
い
間
、
農
村
で
」
緒

に
暮
ら
す
親
子
三
世
代
、

つ
ま
り

旦
那
さ
ん
や
、
子
供
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
の
朝
、

昼
、

晩
と
三
度
の
食

事
を
作
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

も
そ
の
三
度
の
食
事
を
飽
か
せ
ず

に
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
料
理

　

わ

　

ざ

の
技
術
を
知
っ
て
い
ま
す
。
五
十
年
、

六
十
年
前
の
大
山
に
は
肉
や
魚
を

買
う
お
金
の
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

又
、

売
っ
て
い
る
と

こ
ろ
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

料
理
に
使
う
材
料
は
自
分
た
ち

の
畑
で
作
る
野
菜
や
ま
わ
り
の
山

な
ど
に
自
然
に
自
生
し
て
い
る
山

菜
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
材
料
を
使
っ
て
本
当
に
お
い
し

い
料
理
を
作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

い
わ
ば
料
理
の
達
人
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。

そ
の
お
ば
あ
．

ち
ゃ
ん
た
ち
が
今
日
も
早
朝
よ
り

仕
込
み
に
入
り
、
本
当
に
お
い
し

い
「
農
家
お
も
て
な
し
料
理
百
の

ご
馳
走
」
を
作
っ
て
お
客
様
の
到

着
を
待
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
し

　　　　　

　　　

　　　　

　　　

　　　　　

　
　
　

　

・●

　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
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－
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庄屋屋敷での昼食懇親会 庄屋前庭での古代米の餅つき



一
翼
長
エ
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セ
イ
．
璽
饗

．

１

　

”

　　　　

羽

『
農
業
の
六
次
産
業
化
』

第
六
十
三
期
通
常
総
会
業
務
報

告
書
の
巻
頭
に
記
し
ま
し
た
よ
う

に
「
農
林
漁
業
等
の
六
次
産
業
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
（
六
次

産
業
化
法
案
）」
が
本
年
三
月
一
日

よ
り
完
全
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

六
次
産
業
化
と
は
生
産
者
自
ら
が

販
売
に
取
り
組
み
、
付
加
価
値
を

付
け
る
こ
と
で
農
家
や
農
村
の
所

い
く
中
で

「
農
業
の
六
次
産
業

化
」
と
い
う
理
論
を
全
国
で
初
め

て
提
唱
し
た
の
で
す
。

当
初
は
、
「
一
次
産
業
十
二
次
産

業
十
三
次
産
業
＝
六
次
産
業
」
と

い
う
足
し
算
の
考
え
方
で
し
た
が

三
年
後
に
は

「
Ｉ
Ｘ
２
×
３
１１

６
」
と
い
う
掛
け
算
へ
と
変
え
て

失
羽
田

　

正
豪

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
す
。

　

近
年
の
農
業
は
食
料
原
料
の
み

を
生
産
担
当
し
、
二
次
産
業
的
分

野
の
農
産
物
の
食
品
加
工
は
、

食

品
製
造
企
業
に
と
り
こ
ま
れ
、

さ

ら
に
三
次
産
業
分
野
で
あ
る
農
産

物
の
流
通
、
農
業
農
村
に
か
か
わ

る
情
報
サ
ー
ビ
ス
、

観
光
な
ど
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
卸
小
売
業
、

情

報
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
観
光
業
と
い

っ
た
企
業
に
と
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

こ
れ
ら
の
分
野
を
す
こ
し
だ

け
農
業
へ
と
取
り
戻
し
て
収
益
率

の
高
い
農
業
に
組
み
立
て
直
そ
う

と
い
う
の
が
こ
の
農
業
の
六
次
産

業
化
な
の
で
す
。

　

又
先
生
は
論
文
の
中
で
「
大
分

県
の
農
協
は
多
額
の
固
定
負
債
処

理
な
ど
で
全
国
の
支
援
を
得
て
、

一
部
の
農
協
を
除
き
県
域
の
大
分

県
農
協
へ
と
大
合
併
し
た
が
、
大

山
町
農
協
は
こ
れ
に
加
わ
ら
ず
、

独
自
の
農
業
本
来
の
道
を
歩
み
、

全
国
の
六
次
産
業
化
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
の
光
彩
を
放
っ
て

い
る
。
皆
さ
ん
農
協
は
何
を
な
す

べ
き
か

大
山
町
農
協
を
見
て
改

め
て
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。」
と
問
題
提
議
を
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
大
山
町
農
協
の
取
り
組

木
の
花
ガ
ル
テ
ン

　

農
家
お
も
て
な
し
お
せ
ち

み
は
先
生
に
よ
り

「
六
次
産

業
化
」
と
い
う
新
し
い
言
葉

で
理
論
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
基
本
と
し
て
日
本
の
国

家
が
法
律
を
定
め
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
進
ん
で
き
た
方
向

は
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
自
信
と
希

望
を
持
っ
て
前
進
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一一
年
続
い
た
不
作
の
梅
、
李
も
今

年
は
豊
作
の
よ
う
で
す
。

梅
は
李

と
違
っ
て
そ
の
ま
ま
食
べ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
工
が
必
要

で
す
、
加
工
に
は
梅
干
漬
、
梅
酒
、

シ
ロ
ッ
プ
漬
、

ジ
ャ
ム
等
が
あ
り

ま
す
が
家
庭
で
加
工
す
る
消
費
者

が
激
減
し
て
生
梅
の
青
果
販
売
が

極
端
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
、

私
た
ち
は
収
益
率
の
高
く
な
る
生

産
、

加
工
、

販
売
に
力
を
入
れ
、

六
次
産
業
化
へ
の
更
な
る
挑
戦
を

続
け
る
と
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
秋
に
は
四
年
に
一
度
の
全
国
梅

干
コ
ン
ク
ー
ル
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
市
、

県
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
後
援
と
市
長
賞
、
県

知
事
賞
も
別
途
用
意
さ
れ
ま
す
。

お
お
く
の
方
々
が
出
品
を
さ
れ
参

加
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　　
　　

　
　
　

　

　
　

　　

」“

付
け
る
こ
と
で
農
家
や
農
村
の
所

　

い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
農
業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

す
い
た
い

得
向
上
に
つ
な
げ
る
取
組
み
で
す
。

や
農
村
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
て
は
、

　　

「
六
次
産
業
化
」
と
い
う
言
葉
を

　

最
初
に
使
い
そ
れ
を
理
論
化
し
た

　

の
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
今
村

…※
奈
良
臣
先
生
で
す
。
先
生
は
、
「
六

　　　　　　　　　　　　　　

が
い
ね
ん

…－－
次
産
業
」
と
い
う
概
念
は
私
た
ち

…
大
山
町
農
協
の
事
業
活
動
を
見
る

…
こ
と
に
よ
っ
て
発
見
し
た
と
話
し

一
※

て
い
ま
す
。

　　

先
生
は
今
か
ら
二
十
一
年
前
、

瀞
農
協
が
起
ち
上
げ
推
進
し
て
い
た

鰐

農
産
物
直
販
所
「
農
業
者
に
よ
る

曙
バ
ザ
ー
ル
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」
と

…
※

そ
こ
へ
出
荷
す
る
農
家
の
方
々
の

１９

　

活
動
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
分
析
し
て

０
×
２
Ｘ
３
＝
０
と
な
っ
て
六
次

産
業
の
図
式
は
成
り
立
た
な
く
な

る
か
ら
で
す
。

農
業
、

農
村
に
夢

や
活
力
が
生
ま
れ
、
元
気
が
出
て

こ
そ
は
じ
め
て
六
次
産
業
と
い
う

宝
の
山
の
理
論
が
成
り
立
つ
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

第
二
の
理
由
と
し
て
六
次
産
業
が

本
当
に
成
功
を
収
め
る
た
め
に
は

一
次
産
業
、
一一
次
産
業
、
三
次
産

業
の
単
な
る
寄
せ
集
め
（
足
し

算
）
で
は
不
充
分
で
、
一
次
、
二

次
、
三
次
産
業
の
有
機
的
、
総
合

的
な
結
合
（
掛
け
算
）
を
は
か
ら

梅
干
し
の
土
用
干
し

　　　　　　　

‐′１の　　 　　

　　

　　 　

　

　　

　　　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　　

　　　　　　　

．・
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干



　　　　　　　　　　　　

‐
榊

代
表
理
事
組
合
長

『
組
合
長
エ
ッ
セ
イ
ニ

　　

失
羽
園

正
哀

　　　　　　　　　　

し
よ
－
つ
り
よ
う
さ
ま

『
お
盆
⑩
精
霊
様
だ
ん
ご
』

　

前
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

木

の
花
ガ
ル
テ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　

た
な
ぼ
た

の
は
平
成
二
年
七
月
七
日
、

七
夕

さ
ま様

の
暑
い
夏
の
盛
り
で
し
た
。

そ

　　　　　　　

た

れ
か
ら
十
二
年
が
経
っ
た
平
成
十

三
年
四
月
二
十
日
に
大
山
店
全
体

　　　　　　

ぞ
う
か
い
ち
く

を
大
幅
に
増
改
築
し
て

　

冨
辰
家
も

　　　　　　　　　　　　　　　

‐ち
そ
う

て
な
し
料
理

　

百
の
ご
馳
走
、
レ
ス

ト
ラ
ン
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園
」
』

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
木
の
花

ガ
ル
テ
ン
の
オ
ー
プ
ン
時
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
増
改
築
の
と
き
も
国

や
県
や
町
の
補
助
金
及
び
援
助
は

一
切
受
け
ず
「
大
分
大
山
町
農
協

単
独
資
金
活
用
、
木
の
花
ガ
ル
テ

ン
拡
張
生
産
者
支
援
事
業
」
と
し

て
百
パ
ー
セ
ン
ト
農
協
の
単
独
自

己
資
金
で
事
業
に
取
り
組
ん
だ
の

で
す
。

　

当
時
の
情
況
は
補
助
金
を
も
ら

わ
ず
と
い
う
よ
り
受
け
付
け
て
も

劉

ら
え
な
か
っ
た
と
い
っ
た
ほ
う
が

７

正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
年
を
経

て
い
ま
思
う
に
、

事
業
と
い
う
も

の
は
、

限
ら
れ
た
資
金
で
実
行
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ひ
く

る
と
な
る
と
、

ど
う
や
れ
ば
低
い

コ
ス
ト
で
建
物
が
建
て
ら
れ
る
か
、

　　　　　　　　　　　　　　　　

ぴ
ひ
ん

又
ど
う
や
っ
て
安
い
価
格
で
備
品

　

ふり
よ
う
た
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
ん
け
ん

の
調
達
が
で
き
る
か
等
を
真
剣
に

な
っ
て
考
え
は
じ
め
ま
す
。
そ
し

て
い
ろ
ん
な
人
の
意
見
を
聞
き
吸

収
し
、

又
そ
れ
に
新
し
い
も
の
を

加
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に

は
、
お
お
く
の
先
輩
、
知
人
、
友
人
、

仲
間
の
輪
が
特
に
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
い
ろ
ん
な
方
々
の
情
報

と
知
恵
が
取
り
入
れ
ら
れ
生
か
さ

れ
て
き
ま
す
。

農
協
と
し
て
は
じ

い
年
月
を
か
け
勉
強
と
苦
労
を
重

ね
調
理
の
技
術
を
収
得
し
て
い
る

た
め
ブ
ラ
イ
ド
も
高
く
給
料
も
高

い
の
で
す
。

農
協
で
そ
の
よ
う
な

　　　　　　　　

｝」
よ
う

人
た
ち
を
雇
用
し
て
経
営
が
成
り

立
つ
の
か
と
い
う
疑
問
で
し
た
。

け
れ
ど
も
私
た
ち
は
、

い
つ
の
時

代
で
も
チ
ョ
ッ
と
無
理
か
な
と
い

　　　　　　　　

ち
よ
う
せ
ん

う
と
こ
ろ
に
挑
戦
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
回
も
そ
の
よ
う
な
思
い

で
何
と
か
理
事
会
の
決
定
を
み
た

の
で
す
。

料
理
人
と
か
シ
ェ
フ
と

　　　　　　　　　　　　　　

こ

　

よ
う

い
っ
た
よ
う
な
方
は
雇
用
せ
ず
あ

　　　　　

の
う

　

か
り
よ
う
り

　　　

き

　

ほ
ん

く
ま
で
農
家
料
理
を
基
本
と
し
ま

　　　　　　　　　　

ち
よ
う
り

　　　　　

‐

　　　

の
う

し
た
。
そ
し
て
調
理
す
る
の
は
農，

か

　　　

し
ゅ
ふ

　　　　　　　　　　　

シ
ユ

　

フ

家
の
主
婦
。
そ
う
で
す
主
婦
が
シ

ェ
フ
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
う
や
っ
て
事
業
は
動
き
始
め

ま
し
た
ｏ
当
時
の
店
長
、
寿
醗
綴

の
空
い
た
建
物
を
更
に
増
改
築
し

　　　　　　　　　　　　　

よ
み
が
え

て
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
彪
ら
せ
た

の
で
す
。

木
の
花
ガ
ル
テ
ン
を
見
て
い
た

だ
く
と
お
解
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
が
、
す
べ
て
木
造
建
築
で

　　　　　　　　

か
ん
ば
つ
ざ
い

　　　

は
い
ざ
い

す
。
し
か
も
間
伐
材
や
廃
材
が
お

お
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と
わ′よ‐つ

よ
う
な
材
も
黒
や
茶
色
の
塗
料
を

が
出
て
味
の
あ
る

す
る
こ
と
も
で
き

さ
を

ま
す
。
又
ど
ん
な
に
一
生
懸
命
考

　　　　　　　　　　　　　

り
べ
ん
せ
い

え
知
恵
を
出
し
最
高
に
利
便
性
の

　　　　　　　　

つ
く

高
い
も
の
を
造
っ
た
と
思
っ
て
い

て
も
、

い
ざ
使
用
し
て
み
る
と
そ

う
は
い
か
な
く
必
ず
使
い
勝
手
の

悪
い
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
り
、

あ

　　　　　

は
ん
じ
よ
う

る
い
は
繁
盛
し
て
更
に
増
改
築
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

っ
た
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
き
ま

す
。

そ
ん
な
時
、

こ
の
よ
う
な
木

造
建
築
で
あ
れ
ば
総
総
に
鍵
で
ゾ

　　　　

ひ

　　　

き

コ
ゾ
コ
と
引
き
切
っ
て
お
金
を
か

こ
と
が
で
き

ハ
を
ふ
ん
だ

ま
す
。

こ
れ
が
金
と
質
を
ふ
ん
だ

　　　　　　　　

て
つ
き
ん

ん
に
か
け
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
回
は
お
盆
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
の
で
、

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
よ－つ
り
よ
う

園
」
で
お
出
し
し
て
い
る

「
精
霊

さ
ま様

だ
ん
ご
」
の
こ
と
を
書
く
つ
も

り
で
書
き
は
じ
め
た
の
で
す
が
、

ま
え
が
た

前
語
り
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
れ
は
オ
ー
プ
ン
し
た
年

　　　　　　　　　　　　　　　　　

か
わ

　

づ

の
夏
に
、

シ
ェ
フ
と
な
っ
た
川
津

は
つ

　

え
初
江
さ
ん
（
当
時
六
十
二
歳
）、
川

づ
ゆ
き
え

津
幸
江
さ
ん
（
当
時
六
十
二
歳
）、

よ
こ

　

お

　

や

　

ち

　

よ

横
尾
八
千
代
さ
ん
（
当
時
五
十
九

　　　　　　　　　　

き
せ
い

歳
）
達
が
お
盆
に
帰
省
す
る
人
た

ち
に
せ
め
て
昔
な
が
ら
の
美
味
し

い

「
精
霊
様
だ
ん
ご
」

を
食
べ
さ

せ
た
い
と
思
い
作
っ
て
出
し
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。
し
か
し
今
で

は
お
盆
ど
こ
ろ
か
一
年
中
お
出
し

す
る
人
気
メ
ニ
ュ
！
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
物
語
り
を
次
回
綴
り

ま
す
。

　　　　

竣工式で祝辞を述べる
湯布院 中谷健太郎“滝口藁平の両社長（当時）

」　

　

　

　　

－

　

－

間
の
輪
が
特
に

　

七
に
な
つ

　　　

ま
し
た

　

当
臣

　　　　　　　　　　　　　　　

お

き
ま
す
。
い
ろ
ん
な
方
々
の
情
報

　

雄
君
（
当
時
四
十
九
歳
）

担
当
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

や
は
た
は
ず
み

と
知
恵
が
取
り
入
れ
ら
れ
生
か
さ

　

矢
幡
弾
君
（
当
時
三
十
二
歳
）

は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
ん

れ
て
き
ま
す
。

農
協
と
し
て
は
じ

　

限
ら
れ
た
時
間
と
資
金
の
た
め
寝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
よ
く

め
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
で
あ
り
、

食
を
忘
れ
開
店
の
た
め
の
準
備
、

経
営
で
あ
り
ま
し
た
の
で
理
事
会

で
も
反
対
の
意
見
が
多
数
出
て
何

回
も
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。

特
に
お
出
し
す
る
料
理
の
内

容
と
、
そ
し
て
誰
が
そ
の
料
理
を

調
理
す
る
の
か
が
問
題
で
し
た
。

一
般
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
調
理
を

す
る
料
理
人
、

シ
ェ
フ
と
い
う
人

た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
方
々
は
長

そ
し
て
開
店
し
て
か
ら
も
業
務
に

ほ
っ
と
う

没
頭
し
た
の
で
し
た
。

開
店
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
物
は
既
存
の
施

設
の
再
利
用
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

野
菜
、
果
物
、
加
工
品
な
ど
の
農

産
品
直
売
所
と
し
て
使
用
し
て
い

　　　　　　

て
ぜ
ま

た
も
の
が
手
狭
に
な
っ
た
の
で
敷

地
内
の
別
の
場
所
に
三
倍
の
広
さ

に
新
設
し
て
営
業
を
開
始
し
、
そ



一
組
合
長
エ
ッ
セ
イ
一

　

撃
謡
雷
霜
讐
長

　　　　　　　　

矢

羽

圏

　

正

豪

　
　
　

『
主
婦
が
シ
ェ
フ
と
な
り
ま
し
た
』

先
月
号
に
続
き

「
農
家
も
て
な

し
料
理
、
百
の
ご
馳
走
」
レ
ス
ト
ラ

ン
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園
」
の
お
話

　　　　　　　　　　　　

し
ん
ち
よ
う
し
ん
き

し
で
す
。
理
事
会
で
慎
重
審
議
を

重
ね
レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
を
決
定
し
、

そ
れ
か
ら
中
心
に
な
っ
て
働
い
た

　　　　　　　　

や

　

は
た
て
つ

　

お

の
が
店
長
の
矢
幡
徹
雄
君
（
当
時

　　　　　　　　　　　　　　

や
は
た
は
ず
み

四
十
九
歳
）
と
担
当
の
矢
幡
弾
君

（
当
時
三
十
二
歳
）
で
し
た
。
お
店

の
広
さ
、
客
席
数
と
そ
の
配
置
、
テ

ー
ブ
ル
と
瀞
肴
鱒
鶏
駒讐徽轡・
高
さ・

奥
行
、
幅
等
、
又
お
客
様
の
使
用
す

る
食
器
、

そ
し
て
料
理
を
お
出
し

　　　

う
つ
わ
ふり
ゆ
う
ほ
う

　　　　　　　　　　

ぴ

　

ひ
ん

す
る
器
、

厨
房
の
広
さ
と
備
品
の

数
々
な
ど
を
考
え
、

次
々
と
決
め

　　　　　　　　　　

さ
ら

て
い
き
ま
す
。
更
に
大
事
な
の
は

主
婦
（
シ
ェ
フ
）
と
料
理
の
メ
ニ

ュ
ー
で
し
た
。

解
決
し
な
け
れ
ば

　　　　　　　　　　　

さ
ん
せ
き

な
ら
な
い
問
題
は
山
積
し
て
い
ま

邑

　

し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

ビ
ユ
ッ

げ糟

し
よっ

　

フ
ェ
と
も
バ
イ
キ
ン
グ
と
も
称
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う
つ
わ

懇
ろ
、
お
客
様
が
料
理
を
自
由
に
器

住．
に
取
っ
て
の
食
べ
旗
鰍
に
し
ま
し

…ー…
た
。
テ
ー
ブ
ル
は
、
幅
、
高
さ
、
奥
行

を
決
め
二
人
用
と
し
、

椅
子
も
そ

れ
に
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
等
を
決

め
、

大
山
独
自
の
も
の
を
発
注
し

ま
し
た
。
二
人
用
だ
と
ふ
た
つ
合

わ
せ
れ
ば
四
人
用
、

三
つ
の
テ
ー

ブ
ル
を
合
わ
せ
れ
ば
五
、
六
人
用

と
な
り
自
由
な
組
合
せ
が
で
き
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　

せ
ん
じ
よ
う

す
。
飲
食
業
で
は
食
器
が
洗
浄
の

さ
い

　　　　　　　　

か

　　　　　　　　　

わ

際
に
よ
く
欠
け
た
り
割
れ
た
り
し

て
お
客
様
に
お
出
し
で
き
な
く
な

　

そ
ん
し
つ

り
損
失
が
大
き
い
と
聞
い
て
い
ま

　　　　　　　　　　　

じ

　

き

し
た
の
で
、
有
田
焼
の
磁
器
に
決

　　　　　　　　

と
う

　

き

　　

み
ん
げ
い
ち
ょ
う

　　

や
わ

め
ま
し
た
。

陶
器
も
民
芸
調
で
柔

　　　　　

ふ
ん

　

い

　

き

ら
か
い
雰
囲
気
が
好
感
を
持
て
る

　　　　　　

や

　　　

し

の
で
す
が
十
分
な
焼
き
締
め
が
で

　　　　　

じ

　

き

き
て
お
ら
ず
磁
器
に
比
べ
欠
け
る

率
が
高
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
の
で
今
回
は
選
定
か
ら
贈
れ
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　

か
ん
じ
ん

き
ま
し
た
。
さ
て
最
後
は
肝
心
の

シ
エ
フ

主
婦
の
採
用
で
す
。
基
本
は
「
農

家
も
て
な
し
料
理
」
で
す
。
し
か

し
農
家
の
主
婦
の
方
々
に
声
を
か

　

工
や
左
官
さ
ん
達
に
昼
、

夜
の
賄

　　　　　　　　

な
か
な
か

　

よ

け
て
み
る
も
中
々
良
い
返
事
が
も

　

の
ご
馳
走
を
出
し
ま
す
。

そ
れ
も

ら
ぇ
ま
せ
ん
ｏ
と
う
と
ぅ
戯
れ
を

　

作
れ
る
じ
ゃ
ろ
ぅ
が
」
と
い
ぅ
と

切
ら
し
若
い
職
員
を
町
内
に
出
し

　

「
作
れ
る
」
と
い
う
。
「
ヨ
シ
、
あ
と

ご
う
い
ん

つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

き

　　　　

む

強
引
に
連
れ
て
こ
い
と
指
示
を
出

は
も
し
気
が
向
い
た
ら
・
鰍
鵡
や

し
ま
し
た
。

そ
し
て
何
と
か
口
説

　

知
人
が
来
た
と
き
の
『
も
て
な
し

　　　　　　

い
や
い
や

き
お
と
し
嫌
々
な
が
ら
も
出
て
き

　

料
理
』、
『
秋
祭
り
の
お
く
ん
ち
料

（
当
時
五
十
九
歳
）
と
隣
の
前
津
江

　　　　　　　　　　　　　

い
し

　

い

　

て
る

　

こ

村
か
ら
来
て
く
れ
た
石
井
照
子
さ

ん
（
当
時
四
十
三
歳
）
で
し
た
。
最

初
は

「
お
て
ど
ん
が
作
っ
た
も
ん

を
誰
が
食
べ
て
く
れ
る
か
い
？
」

　　　　　　

け
ん
そ
ん

と
い
っ
て
謙
遜
と
同
時
に
自
信
の

　　　　　

ふ
あ
ん

　　　　　

こ
ん
わ
く

無
さ
と
不
安
か
ら
困
惑
し
た
様
子

で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

た
と

　

そ
こ
で
私
が
言
っ
た
の
は
、

例

え
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
人
が

な亡
く
な
っ
た
と
き
お
葬
式
を
し
ま

す
。
そ
の
葬
儀
の
前
に
故
人
と
の

知
人
が
来
た
と
き
の
『
も
て
な
し

料
理
』、
『
秋
祭
り
の
お
く
ん
ち
料

理
』
な
ど
加
え
て
気
軽
に
や
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
ま

し
た
。
「
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
り
や
始

ま末
た
あ
つ
か
ん
や
っ
て
み
る
か
い
」

と
な
り
料
理
の
試
作
が

　

－

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

本

　

．

所
二
階
の
調
理
室
に
お

　　　

誌“

　　　　　　　　　

　

お
く
の
料
理
が
次
々
と

　

…．

並
べ
ら
れ
ま
す
。
役
職

　

…
．

員
が
集
ま
っ
て
試
食
会

　

＝
”

ま
し
た
。

を
出
す
秋

せ
ん
。

流

と
い
う
と
「
作
れ
る
」
と
い
う
。

又

　

し
た
。
そ
し
て
料
理
と
飲
み
物
の

り
ん

　

ぽ

　

は
ん

隣
保
班
に
家
が
建
つ
と
樵
騨
げ
の

　

価
格
も
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
十

　　

か
せ
い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
よ
い
よ

日
に
加
勢
に
く
る
近
所
の
人
や
大

　

三
年
四
月
二
十
日
愈
々
竣
工
式
と

工
や
左
官
さ
ん
達
に
昼
、
夜
吸
賊
，

オ
ー
プ
ン
で
す
。
町
内
外
よ
り
取

引
先
等
関
係
者
、
約
百
余
名
を
お

　　　　　　

は
な
ぱ
な

迎
え
し
て
華
々
し
い
ス
タ
ー
ト
の

日
と
な
り
ま
し
た
。

遠
く
は
東
京
、

群
馬
、

静
岡
、
山
梨
県
か
ら
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
の

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　　　　　　　

し
よ
う
り
よ
う
さ
ま

　

前
回
に
次
回
は
「
精
霊
様
だ
ん

ご
」
の
物
語
り
と
案
内
し
た
の
で

　　　

な
か
な
か
た
ど

　　　

つ

す
が
中
々
辿
り
着
き
ま
せ
ん
。
次

回
は
必
ず
辿
り
着
け
ま
す
。

　

　　　

　

　

Ｌ

　

．
１
．
・

　　　　

しさ

ーや　
　
　

，，．押
す．
ｔ
二

　

」
，

　

Ｔ－

　　　　

，
ゞ
レ

　

シ

　
　
　
　
　　

　

　

　　　　

　

　　

　

　

　　
　
　
　

　

　

　
　　　　　　　

　

　

　　　　　　　

　　

　　　　　

　

　

　

　　

　　　
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

′

　　

ｒ
、．
‐
ヨ
篇

せ

　

＆
”

主

　　

　

　　

　　

　

　　　
　

　

　

　　
　　　

．’

　

・
に

　　　　　

し
た
。

徹
雄
君
ら
と
佐
賀
県
有
田

　

最
後
の
お
別
れ
の
食
事
が
あ
り
ま

　

の
料
理
人
、

シ
ェ
フ
に

　　　　　　　

か
ま
も
と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こ
う
じ
ゆ
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐ま

　　　　　　

お
と

に
行
き
、

窯
元
を
め
ぐ
り
条
件
に

　

す
。

講
中
の
人
た
ち
が
早
朝
よ
り
、

負
け
ず
劣
ら
ず
の
美
味

し
た
。
徹
雄
君
ら
と
佐
賀
県
有
田

　　　　　　

か
ま
も
と

に
行
き
、
窯
元
を
め
ぐ
り
条
件
に

　　　　　　　　　

さ
が

合
っ
た
も
の
を
探
し
求
め
ま
し
た
。

冷
凍
、
冷
蔵
庫
を
は
じ
め
と
す
る

　　　　　　　　　　　　　　

と
ん
や

厨
房
機
器
も
メ
ー
カ
ー
や
問
屋
を

訪
ね
ひ
と
つ
ひ
と
つ
決
定
し
て
い

自
分
で
育
て
た
そ
の
時
期
の
い
る

　　　　　　　　　　　　　

お

い
る
の
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
『
御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
よ－つ

燕
の
鰯
』
を
作
り
ま
す
ｏ
そ
の
精

じ
ん
り
よ
う
り

　　

つ
く

進
料
理
は
作
れ
る
じ
や
ろ
う
が
」

し
い
料
理
が
次
々
と
出

て
き
ま
す
。

そ
う
や
っ

て
「
百
の
ご
馳
走
」
の

メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
り
ま



組
畠
エ
ッ
セ
イ
＝
“．

凝
鰹
三
豪

潮
逮
認

『
農
家
も
て
な
し
料
理
、
百
の
ご
馳
走

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園
オ
ー
プ
ン
』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
よ
い
よ

　

平
成
十
三
年
四
月
二
十
日
愈
々

竣
工
式
と
オ
ー
プ
ン
で
す
。

町
内

外
よ
り
取
引
先
等
関
係
者
、
約
百

　　　　　　　　　　　　　

は
な
ぱ
な

余
名
を
お
迎
え
し
て
華
々
し
い
ス

タ
ー
ト
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

遠

く
は
東
京
、

群
馬
、

静
岡
、

山
梨

県
か
ら
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

湯
布
院
温
泉
の
格
式
の
高
い
有
名

　　　　　　　　　　　

み
ぞ
ぐ
ち
く
ん
べ
い

な
旅
館
経
営
者
、
溝
口
薫
平
氏
、

な
か

　

や

　

け
ん

　

た

　

ろ
う

中
谷
健
太
郎
氏
の
両
社
長
も
出
席

し
て
い
ま
し
た
が
、

料
理
の
出
し
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ち
ゆ
う
ほ
う

入
れ
す
る
小
さ
な
窓
よ
り
厨
房
を

の
ぞ

　　　　　　　　　　

か
ん
た
ん

　　

せ
ま

覗
き
、
「
こ
ん
な
簡
単
な
狭
い
厨
房

で
大
丈
夫
か
」
と
心
配
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
然
だ
と
思
い
ま

　　　　　　　　　　

か
ん
せ
い

す
。
両
社
長
の
完
整
さ
れ
た
厨
房

を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

　　　　　　　　　　　　　

く
ら

り
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
な
ん

　　

し
つ

　

そ

と
も
質
素
な
厨
房
で
す
。

　

只
、

両
社
長
が
最
後
に
口
に
し

　

こ
と
ば

た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
効
率
等
の

性．
経
済
効
果
を
考
え
れ
ば
、

自
分
の

‐…
と
こ
ろ
の
厨
房
も
、

も
う
一
度
改

め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
言

わ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
言
葉
は
今

で
も
私
の
心
の
中
に
強
く
印
象
深

く
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
厨

　　　　　　　　　　　　　

ご
じ
つ
だ
ん

房
の
広
さ
に
つ
い
て
は
後
日
談
が

あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
ま
た
い
つ

か
の
機
会
に
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

そ
ん
な
狭
い
質
素
な
厨
房
で
不
安

を
イ
ッ
パ
イ
抱
え
な
が
ら
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
主
婦
（
シ
ェ
フ
）

　　　　　　　

い
っ
し
よ
う
け
ん
め
い

の
方
々
も
一
生
懸
命
、

真
心
こ
め

て
料
理
を
作
り
ま
す
。
至
大
味
し
い

い
な
か

田
舎
の
味
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

　　　　　　　

い
ち
ず

そ
の
よ
う
な
一
途
な
思
い
で
作
っ

　　　　　　　　　

な
つ

て
い
ま
す
と
、

懐
か
し
い
田
舎
料

理
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
次
々
と
作
り

出
さ
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
料
理
が

　　　　　　　　　

っ
か

お
客
様
の
心
を
掴
み
、
宣
伝
も
せ

　　　　　　　　　　

ひ
ご
と

ず
に
口
コ
ミ
で
、

日
毎
に
お
客
様
・

の
来
店
が
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
い
る
中
、

五
月
の
連
休

（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
）
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は

　　　　　　　　　　　

か
え

人
手
不
足
と
な
り
反
っ
て
お
客
様

の
期
待
を
裏
切
る
結
果
と
な
り
そ

　　　　　　　　　　　

き
ゆ
う
さ
よ

う
で
す
。

そ
こ
で
急
速
、

先
に
シ

　　　　　　　　　　　　

か
わ
づ
は
つ
え

エ
フ
に
な
っ
て
い
た
川
津
初
江
さ

ん
（
当
時
六
十
二
歳
）
達
と
も
相
談

　　　　　　　　　　　

の
む
ら
し
ず
よ

し
て
、

同
級
生
の
野
村
静
代
さ
ん

（
当
時
六
十
二
歳
）
に
も
無
理
な
お

願
い
を
し
て
主
婦
（
シ
ェ
フ
）
と
し

　　　

か
せ
い

て
の
加
勢
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
厨
房
の

皿
洗
い
、
客
席
ホ
ー
ル
の
接
待
等

　　　　　　　　　　　　　　

こ

　

よ
う

に
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
用
し
て
対

応
に
あ
た
り
ま
し
た
。
私
も
連
休

に
は
、

ほ
ぼ
全
日
出
勤
し
て
皿
洗

い
等
の
作
業
に
努
め
た
の
で
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
連
休
が
終
っ

の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
か
れ
ま
し
た
。

く
て
し
ょ
う
が
な
い
と
い
っ
た
感

じ
で
仕
事
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に

　　　　　　　　　　　　　

よ

な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
楽
し
い
余

　　　　　　　　　　　　　　

や
さ

　　　　　　　

い
た
わ

裕
の
職
場
の
中
か
ら
優
し
さ
と
労

り
の
心
が
出
て
き
ま
す
。
お
盆
が

来
る
と
町
外
に
出
て
い
た
子
供
さ

ん
、

そ
し
て
そ
の
家
族
が
帰
省
し

こ
の
だ
ん
ご
の
味
こ
そ
が
お
菓
子

　

げ
ん
て
ん

　　　　　　　　

ぜ
っ
さ
ん

の
原
点
で
あ
る
と
絶
賛
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
、

同
社
の
全
従
業
員

を
三
班
に
分
け
て
勉
強
の
た
め
、

こ
の
「
精
霊
様
だ
ん
ご
」
を
食
べ
に

は

　

け
ん

派
遣
し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
を
聞

　　　

シ
ェ
フ

　　　　　　　　　　　

↓ェ

あ
が

い
た
主
婦
の
方
々
は
舞
い
上
ら
ん

り
が
た
い
こ
と
に
連
休
が
終
っ

　

の
霊
が
帰
っ
て
く
る
と
さ
れ
る
お

　　　　　　　　　　　　　　　　

た

　　　　　　　　　　　　　　　　

く
よ
う

て
も
お
客
様
の
来
店
は
絶
え
る
こ

　

盆
の
供
養
の
と
き
の
お
供
え
も
の

　　　　　　

ひ
ろ
ど
さ

　　　　　　　　　　

ぎ
よ
う
れ
つ

と
な
く
、

昼
時
と
も
な
る
と
行
列

　

で
す
。
あ
の
世
か
ら
戻
っ
て
き
こ

の
で
き
る
繁
盛
店
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
う
な
る
と
主
婦
（
シ
ェ
フ
）
の

　　　　　　　　　

み
な
ぎ

方
々
も
自
信
が
樵
り
、

元
気
が
で

　　　　　

　

て
き
ま
す
。
「
見
て
み
な
い
、
お
て

ど
ん
の
料
理
が
美
味
し
い
か
ら
」

お
客
様
が
増
え
て
い
る
と
い
う
の

で
す
。

確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
。

い
や
い
や

　　　　　　　

お
も

嫌
々
な
が
ら
重
い
足
取
り
で
出
勤

し
て
い
た
主
婦
（
シ
ェ
フ
）
の
方
々

も
朝
五
時
の
早
朝
出
勤
も
な
ん
の

そ
の
で
す
。

ホ
ッ
プ
、

ス
テ
ッ
プ

　　　　　　　　　　　

は
な
う
た

で
足
取
り
も
軽
く
鼻
唄
ま
じ
り
で

の
出
勤
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
面
白
い
と
同
時
に
楽
し

で
す
。
あ
の
世
か
ら
戻
っ
て
き
た

死
者
の
霊
を
迎
え
共
に
過
ご
し
、

送
り
出
す
三
日
間
。

そ
れ
ぞ
れ
の

　　　　　　　　　　　　　

お

　

ぶ
っ
ば
ん

家
庭
の
仏
壇
の
前
に
、
御
仏
飯
や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こ
め

　

こ

飲
み
も
の
や
果
物
と
共
に
、
米
粉

を
練
り
、

う
ず
ら
の
卵
の
大
き
さ

　　　

ゆ

　　　　

あ

に
丸
め
茄
で
上
げ、
離
排
や
帰一群

鍬
を
擬
し
た
も
の
を
「精
霊
様
だ

ん
デ
ヒ

と
呼
ん
で
お
鴨
え
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そ
な

子
供
の
頃
は
こ
れ
ら
の
「
お
供
え

綴」
を
下
げ
て
き
て
皆
で
美
味
し

く
食
べ
る
の
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
し
た
。
故
郷
の
懐
か
し
い
味
で

す
。

こ
の
「
だ
ん
ご
」
を
大
分
市
の

　　　

か

　

し

　　　

き
く
や

　　　　

さ
い
と
う
さ
と
る

「
お
菓
子
の
菊
家
」
の
斎
藤
智
会
長

が
来
店
の
折
、

口
に
し
て
そ
の
味

て
き
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
に
せ
め

　　

し
だ
・

女

　　

々
む

　

し

　

ら
／

て
美
味
し
い
、

懐
か
し
い

精
霊
ば
か
り
に
喜
び
、

更
に
田
舎
料
理

さ
ま

　　　　　　　　　　　　　　

づ
く
り
に
励
む
結
果
と
な
っ
た
の

様
だ
ん
ご
」
で
も
た
べ
さ
せ
て
あ

づ
く
り
に
励
む
結
果
と
な
っ
た
の

で
す
。

げ
よ
う
と
作
っ
た
の
が
、

今
で
は

一
年
中
お
出
し
す
る
人
気
メ
ニ
ュ

Ｔ
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
ｏ
繕

馨
－、

霊
様
だ
ん
デ
ヒ

と
は
先
祖
や
故
人

　

霧
一
ーノ

オープン当日、 入唐－するご来賓の方々
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”
＊

代
表
理
事
組
合
長

－
．
組
合
長
エ
ッ
セ
イ
二

　

矢
羽
閏

正
豪

ー

　　

．
；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　

－

野
間
大
池
店
へ
の
出
店

　

か
け
さ
ま

お
蔭
様
で
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
大

山
本
店
に
オ
ー
プ
ン
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
『
農
家
も
て
な
し
料
理
、

百

の
ご
馳
走
・
「
オ

ガ
ニ
ッ
ク
農

園
」
』
は
、

主
婦
（
シ
ェ
フ
）

の

か
つ
や
く

活
躍
に
よ
り
お
客
様
に
も
喜
ん
で

頂
け
る
お
店
と
な
り
、
客
足
も
順

調
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、

平
成
十
五
年
十

一
月
に
は
福
岡
市
の
野
間
大
池
に

一
一
号
店
を
出
店
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

福
岡
市
へ
は
平
成
四
年
に
（
株
）

　　　　　　

な
が
ず
み

サ
ニ
ー
の
長
住
店
に
外
部
店
舗
と

し
て
は
じ
め
て
、

野
菜
や
果
物
、

加
工
品
の
直
販
所
を
出
店
し
て
い

　　　　　　　　

じ
じ
よ
う

　　　　　　　

て
つ
た
い

ま
し
た
が
、
事
情
に
よ
り
撤
退
す

　　　　　　　　　　

だ
い
た
い

ぶ
つ
け
ん

る
こ
と
に
な
り
、

代
替
の
物
件
を

探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

　　　　　　　　　　　

な
か
な
か

し
た
。
し
か
し
、

中
々
み
つ
か
ら

　　　

な
や

ず
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な

鰹

と
き
で
し
た
。

当
時
、

注
目
を
集

生
め
た、
総
蹴
辞
※
鱒跳躍
ギ
ヤ
ナ
ル

　　　　　　　　　　　

は
か
た

　

く
す
み
よ
し

…
シ
テ
ィ
ー
」
を
博
多
区
住
吉
に
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ふ
く
お
か

く
り
、

有
名
に
な
っ
て
い
た
福
岡

じ
し
ょ

　　　　　　

え
の
も
と
か
ず
ひ
こ

地
所
（
株
）
の
榎
本
一
彦
社
長
（
当

時
）
を
ア
ポ
イ
ン
ト
（
予
約
）
な

し
で
、
い
き
な
り
本
社

（
博
多
区

住
吉
、

キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
イ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
ビ
ル
十
階
）

を
訪
問
し
、

面

会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
い
ま
考

え
る
と
若
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は
ず

す
が
、

ほ
ん
と
う
に
失
礼
で
恥
か

　　　

む

　

ぽ
う

し
い
無
謀
な
行
動
で
あ
っ
た
と
反

　　　　　　　　　　　　　　　　

う
ん

省
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
運
が
良

い
と
い
う
か
、

何
と
表
現
す
れ
ば

良
い
か
解
り
ま
せ
ん
が
、

社
長
室

　　　

く
わ

　

の

　

た
か
ひ
ろ

長
の
桑
野
隆
裕
さ
ん
（
当
時
）
に

面
会
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

平
成
十
五
年
六
月
五
日
の
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こ
」－’し↓よ

と
で
す
。
私
達
の
事
情
を
事
細
か

く
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
う

す
る
と
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
桑

野
室
長
は
「
社
長
と
の
面
会
の
日

程
調
整
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

よ
く
よ
く
し
ゆ‐つ

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
々
週

の
十
八
日
に
日
程
が
決
ま
り
、
お

伺
い
し
て
社
長
と
の
面
会
が
実
現

し
ま
し
た
。

私
は
こ
う
言
っ
て
お

願
い
し
ま
し
た
。
「
私
た
ち
は
、
農

業
者
で
す
。
農
村
を
守
り
地
域
を

豊
か
に
し
た
い
と
願
う
農
民
が
困

っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
に
は
夢

ミ

　　

リ

　　　

。

と
。

生

　　

ま

が
あ
り
ま
す
。
」
と
。

榎
本
社
長
は
、

社
長
は
桑
野
室
長
に
野
間
大
池
に

じ
よ
う
じ
よ
う
き
き
ょ
う

　　　　　　　　　　　　　　

ぜ
ん
こ
く

上
場
企
業
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
全
国

　

あ
る
ロ
ー
ヤ
ル
経
営
の
レ
ス
ト
ラ

　

て
ん
か
い

展
開
し
て
い
る
外
食
産
業
の
雄
、

　　

ン
を
案
内
し
な
さ
い
と
指
示
を
出

ロ
ー
ヤ
ル
（
株
）
の
代
表
取
締
役
会

壬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

　

う
え

　　　　　　　　　　　　　　　

そ
ん
ざ
い

の
上
に
い
る
よ
う
な
存
在

の

　

長
で
あ
り
ま
し
た
が
、

田
舎

　　　　　　　　　　　　　　　

こ
こ
ろ
よ

の
小
さ
な
農
協
の
話
に
快
く
耳
を

か
た
む

傾
け
て
く
れ
、

い
く
つ
か
の
質
問

　　　　　　　

な

　

ぜ

を
さ
れ
ま
し
た
。

何
故
い
ま
サ
ニ

ー
の
お
店
か
ら
撤
退
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
か
。
と
の
問
い

で
し
た
。
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
サ
ニ
ー
さ
ん
に
は
十
年
間
と
い

　　

ず
い
ぶ
ん

う
随
分
と
長
い
間
お
世
話
に
な
り

引
き
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
、

外
資
系
の
巨
大
ス
ー

パ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

の
資
本
が
入
り
、

私
た
ち
の
思
い

と
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
す
こ
し
違
う

よ
う
で
す
。」
そ
の
よ
う
な
事
情
で

　　　　　　　　　　　　　　　　

え
ん
ま
ん

先
様
と
は
ご
理
解
を
得
て
の
円
満

な
撤
退
で
あ
る
こ
と
を
説
明
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　　　　　　

な

　

ぜ

　

も
う
ひ
と
つ
は
何
故
こ
の
榎
本

を
訪
ね
て
き
た
の
か
。
と
い
う
も

ン
を
案
内
し
な
さ
い
と
指
示
を
出

さ
れ
た
の
で
す
。
す
ぐ
に
そ
こ
に

向
か
い
営
業
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　

り
ん
せ
つ

当
時
は
同
敷
地
内
に
隣
接
し
て
ス

ー
パ
ー
ダ
イ
エ
ー
も
営
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
裏
、

横
の

二
面
は
野
間
大
池
公
園
と
な
っ
て

の
で
し
た
。

私
は
「
榎
本
社
長
は

一
流
の
経
営
者
で
、
計
算
づ
く
め

　　　　　　

じ
よ‐つ

　　　　

あ
つ

で
は
な
く
情
に
も
厚
い
と
聞
い
て

　　　　　　　　　　　　

そ
っ
ち
よ
く

い
た
か
ら
で
す
。」
と
率
直
に
申
し

お
り
、

そ
こ
に
は
池
が
あ
り
六
き

　　

き

き

　　　

し
げ

な
樹
々
も
繁
り
、
自
然
の
多
い
素

晴
ら
し
い
環
境
で
し
た
。

私
は
そ

の
時
こ
の
公
園
は
今
後
、

た
ぶ
ん

い
た
か
ら
で
す
。」
と
率
直
に
申
し

　　

の
時
こ
の
公
園
は
今
後
、

た
ぶ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ば
ん
え
い
き
ゆ
う
て
き

上
げ
た
の
で
し
た
。

そ
ん
な
い
く

　

半
永
久
的
に
市
の
公
園
管
理
の
も

　　　　

も
ん
ど
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

け
ん
ち
く
ぶ
つ

つ
か
の
問
答
を
繰
り
返
し
た
の
ち
・

と
に
蹴
蝋
議
儀
さ
れ
、
建
築
物
も

　　　　　　　　　　　　　

の

　

ま
お
お
い
け

社
長
は
桑
野
室
長
に
野
間
大
池
に

　

建
つ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
う
な
れ
ば
公
園
の
樹

　　　

け
い
か
ん

　　

し
ゃ
く
け
い

々
や
景
観
を
借
景
と
し
て
利
用
で

き

　

至
大
し
い
公
園
の
中
の
レ
ス
ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

レ
ゆ
ん
か
ん

ラ
ン
」
と
な
り
ま
す
。

見
た
瞬
間
、

と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。

そ
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′のふま

て
榎
本
社
長
、
桑
野
室
長
に
甘
え

つ
い
で
に
も
う
ひ
と
つ
お
願
い
を

し
ま
し
た
。

次
号
に
続
き
ま
す
。

　　　
－－
‐

　

　　

オープン当時の木の花ガルテン野間大池店
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目 い
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う

　

、品 の な

　

、き ス ヤ リ 時 社 続
い

　

、 や そ て み る ず し の

　

に

　

し ひ お の 裁 く し ま ト ル 計繁） 長 き

　　　　　　　

●

　　　　

’
野
間
大
池
へ
の
出
店
江
』

　　　　　　　　　　　　　　

ふ
く
お
か

　

じ

先
月
号
の
続
き
で
す
。

福
岡
地

　　　　　　　　　　　　　　　　

く
わ

　

の

㈱
の
榎
本
社
長
さ
ん
、

桑
野
室

　　　　　　　　　　　　　　　　　

お
ん

さ
ん
（
当
時
）
の
ご
理
解
と
温

　　　　　

と

　　

は
か

あ
る
お
取
り
計
ら
い
で
、

野
間

ヤ
ル
㈱
さ
ん
が
経
営

ス
ト
ラ
ン
を
拝
見
さ

き
ま
し
た
。

た
だ
私

レ
ス
ト
ラ
ン
の
み

よ
く
あ
く
ま
で
も
主

の
栽
培
し
た
野
菜
や

ｍ
の
直
販
で
あ
り
ま

お
二
人
に
甘
え
つ

つ
ひ
と
つ
次
の
よ
う

た
。

も
う

店
を
建
て
て

う
か
。

」
と
厚

に
要
望
を
し
て

と
嬉
し
い
こ
と

ま
し
ょ
う
」

と

る
返
答
を
い
た

た
。
そ
れ
か
ら
直
販
所

　　　　　　　　　

ち
ん
た
い

構
造
や
建
設
、
賃
貸
条

　　　　

さ
い

　

ぶ

い
て
、

細
部
に
わ
た
り

話
し
合
い
が
何
度
と
な
く

指
命
し、
補
佐
に
静
鴫
蔚
常
君
（当

く
り
か
え

繰
返
し
続
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン

　

蚕
辰
家
も
て
な
し
料

理

百
の
ご
馳
走

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

農
園
」
と
し
て
は
、

初
め
て
の
外

部
へ
の
出
店
で
す
。
し
か
も
県
外

で
す
。
こ
の
時
も
理
事
、
監
事
の

役
員
全
員
で
出
店
す
る
か
ど
う
か

の
検
討
の
た
め
農
協
の
マ
イ
ク
ロ
、

カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
に
乗
っ
て
、

現

地
視
察
を
何
度
と
な
く
行
い
ま
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さ
ん

た
。
し
か
し
出
店
に
は
や
は
り
賛

ぴ
り
よ
う
ろ
ん

さ
い
ゆ
う
せ
ん

否
両
論
で
す
。
も
ち
ろ
ん
最
優
先

　　　　　　　　　　　　　

し
ゆ
う
し

は
事
業
と
し
て
、
収
支
が
成
り
立

つ
か
ど
う
か
で
あ
り
ま
す
。

そ
し

時
二
十
三
歳
）
。
そ
し
て
長
住
店

　　　　　　　

や

　

は

た

　

ふ

　

じ

の
店
長
を
し
て
い
た
矢
羽
田
冨
士

み

お
ぜ
き

美
さ
ん
（
当
時
六
十
六
歳
）、
小
関

と
し

　

こ
敏
子
さ
ん
（
当
時
五
十
四
歳
）
が
主

婦
（
シ
ェ
フ
）
の
中
心
と
な
っ
て
泊

り
込
み
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
あ

　　　　　　　　　　　　　　

こ
う
た
い
せ
い

と
の
主
婦
（
シ
ェ
フ
）
は
交
替
制
と

し
て
大
山
よ
り
出
向
き
料
理
を
作

る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。

こ
の

よ
う
に
し
て
問
題
解
決
の
議
論
を

重
ね
、
理
事
会
で
の
承
認
を
得
て

　　　　　　　　　　　

ち
ん
た
い
け
い
や
く

福
岡
地
所
㈱
と
の
賃
貸
契
約
が
ま

と
め
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
お
蔭
様

で
そ
の
よ
う
な
賃
貸
方
式
を
採
用

し
た
の
で
初
め
て
の
外
部
出
店
は

し
よ
き
と
う

　

し

初
期
投
資
も
小
さ
く
て
済
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、

レ

ス
ト
ラ
ン
は
ロ
イ
ヤ
ル
㈱
さ
ん
の

経
営
だ
け
あ
っ
て
立
派
な
建
物
と

作
り
持
ち
込
み
、
料
理
の
内
容
か

ら
運
営
形
式
も
す
べ
て
大
山
と
同

様
に
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
都

市
生
活
者
の
方
々
に
も
大
山
の
自

然
の
雰
囲
気
を
届
け
た
い
と
い
う

　　　　　　　　　　　

し
つ

　

そ

か
い

　

が

思
い
で
、
室
内
に
は
質
素
な
絵
画

　　

か
ざ

　　　　

は
し
ら

　　

へ
き
め
ん

　　　　　

あ
お］に
け

を
飾
り
、
柱
や
壁
面
に
は
青
竹
を

き

　　　　

か
び
ん

さ
ん

　

や

　

そ
う

　　　

い

伐
り
花
瓶
を
作
り
山
野
草
を
生
け

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
レ
ス
ト
ラ

ン
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園
二
一
号
店

が
誕
生
し
て
い
き
ま
し
た
。

つ
か
ど
う
か
で
あ
り
ま
す
。

そ
し

　

設
備
を
要
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ち
ゅ
う
ほ
う
き

　

ぐ
せ
つ
ぴ

て
も
う
ひ
と
つ
は
、
料
理
を
つ
く
・
そ
の
お
店
の
厨
房
機
具
設
備
等
を

　　　　　　　　　　　　　　　　

は
け
ん

る
主
婦
（
シ
ェ
フ
）
と
店
長
の
派
遣
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
し
て
も
ら

又
そ
の
人
た
ち
の
宿
泊
場
所
を
ど

う
確
保
す
る
か
も
大
き
な
課
題
で

し
た
。

そ
し
て
関
係
者
で
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
野

間
大
池
店
の
近
く
に
マ
ン
シ
ョ
ン

を
借
り
上
げ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　

と
う
じ
よ
う

店
長
に
は
、
先
に
登
場
し
て
い

　

や
は
た
は
ず
み

た
矢
幡
弾
君
（
当
時
三
十
四
歳
）
を

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
し
て
も
ら

　　

い

　

ぬ

い
・

居
抜
き
で
縛
り
受
け
ま
し
た
ｏ

厨
房
設
備
は
非
常
に
工
夫
さ
れ
た

使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
で
す
。
ま

た
作
業
効
率
の
整
っ
た
立
派
な
も

の
で
し
た
か
ら
そ
の
ま
ま
利
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

店
舗
の
改

装
で
は
客
席
は
す
べ
て
取
り
除
き
、

九
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
大
山
独

　　　　　　

い

　

す

目
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
新
た
に

野間大池店レス



翼
長
エ
ッ
セ
イ
．
．

護
評
正
豪

ぜ
い
た
く

　　　

ざ
ん
ま
い

費
沢
三
昧
の
反
省

　

十
月
号
で
少
し
お
話
し
ま
し
た

　　　　　　　　　　　　

ち
ゆ
う
ぽ
う

が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
に
ま
つ

　　　

ご
じ
つ
だ
ん

わ
る
後
日
談
で
す
。
平
成
十
三
年

四
月
二
十
日
に

「
農
家
も
て
な
し

　　　　　　　　　　

ち

　

そ
う

料
理

　

百
の
ご
馳
走

　

オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
農
園
」
を
初
め
て
、

木
の
花

ガ
ル
テ
ン
大
山
本
店
に
、

オ
ー
プ

ン
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

そ
の
竣

工
式
に
お
招
き
し
て
い
た
湯
布
院

　　　　　

み
そ
ぐ
ち
く
ん
べ
ぃ

な
か
や
け
ん
た

温
泉
の
溝
口
藁
平
氏
、
中
谷
健
太

　　　郎
氏
の
両
社
長
が
、

料
理
の
出
し

入
れ
を
す
る
小
さ
な
窓
よ
り
厨
房

　　　　

の
ぞ

　　　　　　　　　　　

か
ん
た
ん

　　

せ
ま

の
中
を
覗
き

「
こ
ん
な
簡
単
で
狭

　

ち
ゅ
う
ほ
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
ん
ば
い
か
お

い
厨
房
で
大
丈
夫
か
」
と
心
配
顔

で
言
わ
れ
ま
し
た
。

両
社
長
の
経

営
す
る
ホ
テ
ル
の
、

設
備
の
整
つ

　　　　　　　　　　　　

か
ん
せ
い

た
広
い
余
裕
の
あ
る
完
整
さ
れ
た

厨
房
か
ら
み
れ
ば
、

そ
の
と
お
り

心
配
に
な
ら
れ
た
の
は
当
然
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
さ
か
両
社
長
が
厨

房
を
覗
き
見
る
な
ん
て
考
え
も
し

汎…
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

　　　　　　　　　　　　　　

は
ず

乃，
ビ
ッ
ク
リ
す
る
や
ら
恥
か
し
い
や

　　　　　

つ
ら
ぴ

も

　

ら
で
面
火
の
燃
え
る
思
い
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　

さ
す
が

し
か
し
な
が
ら
、

流
石
だ
と
感
心

　　　　　　　　　　　　　　　

い
ち
り
ゆ
う

い
た
し
ま
し
た
。

や
は
り
一
流
の

　　　　　　　　　　　　

し

　

て
ん

　　

ち
が

人
に
な
る
と
見
る
視
点
が
違
い
ま

す
。

　

両
社
長
は
、

湯
布
院
が
今
日
の

よ
う
に
ま
だ
有
名
で
な
か
っ
た
、

六
十
年
代
頃
よ
り
湯
布
院
の
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
、

ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
、
湯
布
院
映
画
祭
、
牛
喰

　　　　　　　

ど

こ

　　　

ま

　

ね

絶
叫
大
会
な
ど
、
何
処
も
真
似
る

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
を
次
々
と
打
ち
出
し
、

全
国
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
地
域
に
あ
る

食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
の
開
発

な
ど
に
力
を
入
れ
、

湯
布
院
を
全

国
一
の
観
光
地
に
育
て
上
げ
た
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
（
企
画
演
出
）
の
達
人

で
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
両
社
長

の
経
営
す
る
高
級
旅
館
、
玉
の
湯

と
亀
の
井
別
荘
は
、
有
名
人
の
宿

泊
し
た
い
ホ
テ
ル
の
ひ
と
つ
と
し

て
い
つ
も
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
両
社
長
で
す

か
ら
「
農
家
も
て
な
し
料
理

百
の

ご
馳
走

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園
」
と

い
う
言
葉
と
、
「
料
理
を
調
理
す
る

の
は
、

料
理
人
と
か
シ
ェ
フ
と
呼

ば
れ
る
方
々
で
は
な
く
普
通
の
主

婦
」
と
い
う
こ
と
に
何
か
無
鳴
を

感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

ど
の
よ
う
な
食
材
を
ど
の
よ
う
に

し
て
、
ど
ん
な
主
婦
が
調
理
し
て

い
る
か
を
見
た
く
て
、

小
さ
な
窓

か
ら
厨
房
を
覗
い
て
見
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
両
社
長
の
口

か
ら
出
た
次
の
言
葉
が
今
で
も
私

　　　　　　　　　　　　　

い
ん
し
よ
う
ぶ
か

の
心
の
中
に
、

強
く
印
象
深
く
焼

　　　　

‐

こ←つ

き
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
効

り
つ

　　　　　

け
い
ざ
い
こ
う

　

か

率
等
の
経
済
効
果
を
考
え
れ
ば
、

自
分
の
と
こ
ろ
の
厨
房
も
、

も
う

一
度
、
改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ

る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

以
前

に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、

私
た

ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
レ
ス
ト
ラ

ン
建
設
で
あ
り
経
営
で
あ
り
ま
し

　　　　　　　　　　　　　

じ

こ

　

し

　

き
ん

た
。

ま
た
限
ら
れ
た
自
己
資
金
で

の
建
設
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
二

　　　　　　　　　　　　　　　　

の
ち

人
の
大
先
輩
の
言
葉
が
後
の
日
に
、

　　　

も
う
せ
い

　　

う
な
が

　　　　　　　　

つ
な

私
に
猛
省
を
促
す
結
果
に
繋
が
る

の
で
す
。
そ
れ
は
平
成
十
八
年
四

月
に
大
分
市
の
㈱
ト
キ
ハ
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
明
野
店
に

「
レ
ス
ト
ラ

ン
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園
」
を
出
店

し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
明
野
店
は
、

新
し
く
建
設

し
た
建
物
へ
の
出
店
で
し
た
。

す

べ
て
新
設
で
す
。
今
ま
で
の
二
つ

　　　　　　

せ
ま

　　　　　　　　　　　

い

　

ぬ

の
店
は
、

狭
か
っ
た
り
、

居
抜
き

で
の
効
率
を
考
え
た
厨
房
で
の
料

理
づ
く
り
で
し
た
。

そ
れ
が
三
号

店
は
、
職
員
や
従
業
員
の
希
望
や

要
望
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
採
用
し
た
、

ぜ
い
た
く
ざ
ん
ま
い

　　

ち
ゆ
う
ぽ
う
せ
つ
ぴ

　

と
と
の

賛
沢
三
昧
の
厨
房
設
備
を
整
え
ま

し
た
。
こ
れ
が
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
室
内
の
空
間
を
広
く
取
っ
た

　　　　　　　　　

ふ

　　　　

む

た
め
、
大
山
店
で
は
振
り
向
け
ば

　　　　　　　

ほ
う
ち
よ
う

　

な
べ

手
の
届
く
．
包
丁
や
鍋
や
調
理
器

具
の
数
々
も
、

ま
た
食
材
・
調
味

　　　　

よ

　

け
い

料
も
余
計
に
歩
か
な
け
れ
ば
手
が

届
き
ま
せ
ん
。

冷

ミ

凍
庫
、
冷
蔵
庫
も

広
く
し
、

最
高
の

設
備
で
す
。
し
か

し
、

広
い
も
の
で

　

ｆ

す
か
ら
管
理
が
充

分
で
き
ず
、
二
重

仕
入
れ
や
余
分
に

材
料
を
入
れ
、

使

い
切
れ
ず
に
処
分

し
た
り
忘
れ
た
り

で
、
無
駄
な
部
分

が
多
く
発
生
す
る

と
い
う
残
念
な
結

果
が
生
じ
ま
し
た
。
＝

ト
ー
タ
ル
す
れ
ば
、

も
の
す
ご
い
時
間

　　　　　

て

　

ま

の
ロ
ス
と
、

手
間

静き′●＼＼；
－

ち
ん

げ
ん
か
し
よ
う
き
や
く
ひ

賃
、
水
道
光
熱
費
、
減
価
償
却
費

等
々
の
経
費
が
重
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
従
来
の
も
の
に
比
べ
れ
ば
何

も
が
約
三
割
ほ
ど
余
分
に
経
費
が

重
さ
み
ま
す
。

両
社
長
の

「
効
率

等
の
経
済
効
果
を
考
え
れ
ば
ー
」

と
言
わ
れ
た
あ
の
日
の
言
葉
が
今

更
の
よ
う
に
私
の
心
に
よ
み
が
え

　　　　　　　　　　　

せ
つ
け
い
こ
う
り
つ

　　　

て
き

っ
て
き
ま
し
た
。

設
計
効
率
と
適

せ
い

　

き

　

ぼ

正
規
模
の
大
切
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

知
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、

二
度
と

　　　

あ
や
ま

　　　　

く
り
か
え

同
じ
過
ち
を
繰
返
し
ま
い
と
仲
間

　　　　

ら
か

と
共
に
誓
い
合
っ
た
の
で
し
た
。ゆとりのある明野レストランの厨房


